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今春 いろ いろ SLG が 発売 され る が 、 ゲ ー ム 

ー ツ も 負け て は いら れ な い 、 と ば か り に 
SLG に 殴り 込み だ 。 

時 代 は 16 世 紀 の 日 本 の 戦国 時 代 。 織田 信 
長 、 伊達 政宗 、 羽柴 ( 豊 眉 ) 秀吉 と いう SLG 
で お 動 除 み の 武 持 が 大 洒 。 

人 間 的 な セコ イ 戦 略 ・ 知 略 ・ 謀 隔 、 陸 音 に 
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加え て 水軍 戦 、 籠 城 作戦 、 そし て 4 つの マル 
チ シ ナ リオ と いう ぐあい に 、 と て も リア ル な 
シミ ュ レ ーション ゲー ム に な っ て いる 。 し か 
も 、 敵国 52、 総 城 数 100 以 上 、 総武 持 数 1000 人 
以上 と いう 設定 の すご さ 。 こ れ で 8 メガ は な 
る ほど と 納得 。 今 年 も ゲー ム ア ー ツ の パワ ー 
は 、 だ て じゃ な いか も ね 。 


ゞ や ん 自己 で 満足 し た 人 に 朗報 


語 現代 の 職人 集団 ゲー ム ア ー ツ が 贈る シミ ュ レ ーション ゲー ム 。 
と に か く 懲 っ た の 1 本 に な り そ う だ 。 いま の うぅ ちから 要 チ ェ ッ ク 。 


[下條 きる も 。 この 信長 と も ど 区 


es 上 き 中 問 | 導 でき の ( 1 
本 可 S 憶 つらら ゅ ー ざ : Re 


天下 布 起 


ゲー ム ア ー ツ クノ 今秋 発売 予定 価格 未 定 プ SLG プ CD-ROM 


シス テム に 潰さ れ な い 
こだわ り が 満載 

と に も か くに も MEGA-CD、 いま まで の メ 
ガ ド ラ イブ の カー トリ ッ ジ か ら 想 像 で き な い 
ほど の デー タ を 入れ る こと が 可能 で ある 。 

「 天 下 布 武 」 も 企画 当時 は 、8 メガ カー トリ ッ 
ジ で 武将 総数 400 名 と いう ぐあい だ っ た 。 し 
か し 、 MEGA-CD に 仕様 変更 され て か ら は 3 
倍 の 1200 名 も の 武将 が 採用 され 、 そ れ ぞ れ す 
べ て に 個人 グラ フィ ッ ク が 用 意 さ れる こと に 
な っ た 。 当たり前 だ が 、 一 人 一 人 の 上 顔 が 完璧 
に 特徴 づけ られ て いる た め 、 同 じ 顔 を し た グ 
ラフ ィ ッ ク の 武将 を 集め て 楽し む な ん て こと 
は で き な く な っ て いる 。 さ ら に 、1200 人 の 登 
場 武 持 すべ て に 家紋 が 用 意 さ れ て いる そう だ 。 
これ に は 人 形 の 久 月 も ちび っ くり だ が 、 自 分 の 
家 の 家 紋 を 調べ て お く と 、 同 じ 家 紋 を 見 つけ 
た と き に 自分 の 家系 が わか っ て 感謝 感激 な の 
で は な か ろう か 。 も ちろ ん 、 充 実 し て いる の 
は 武 持 だ け で は な い 。 総 城 数 は 128、 総 戦場 数 
も 128、 そ し て 総 国 数 は 52 に も の ぼる 。 実 は 、 


デモ 画面 や 音 関係 を 除い た ゲー ム 
本 体 だ け で 、 約 30 メ ガ 相 当 を 費 や 
し て いる の だ 。 デ ー タ だ け と っ て 
も いま まで の シミ ュ レ ーション と 
比較 の 対象 に な ら な い だ ろ う 。 
そし て オー プ ニ ン グ や エン ディ 
ング な どの デモ 関係 だ が 、 ゲ ー ム 
アー ツ な ら で は の 技術 を 使っ た 実 
写 動画 が 採用 され て いる 。 元 に な 
る の は TV ドラ マ 。 この ビデ オ か ら 
迫力 の ある 合戦 シー ン な ど を 選ん 
で 編集 し 、 使 いた い コ マ を 1 枚 ず 
つ 取 り 出 し て 独自 の 変換 ツー ル に 
か け て いる 。 動画 枚数 は 3000 枚 に 
お よぶ そう で 、 苦 労 が 丸 ば れる 。 
遊ぶ 側 に は 、 実写 動画 ば か り に 目 
が いっ て し ま い 、 こ ん な 製作 側 の 
苦労 な ど と 微塵 も 感じ な い だ ろ う 。 
で も 、 遊 ぶ 側 に 製作 側 の 苦労 を わ 
か ら せ る ゲー ム よ り 、 そ ん な こと 
を 感じ させ ず に 楽し く 遊 ば せ て く 
れる ゲー ム の ほう が 、 あ り が た い 
も の だ 。 こ ん な こと か ら も 「 天 下 
布 武 」 に は 期待 だ 。 


戦国 時 代 の 人 間 臭 さき を その まま 交 ら せる 


MEGA-CD 本 体 と 同時 発売 予定 の 「 天 下 布 武 」 は 、 戒 持 を ユニ ッ ト 
で は な く 人 間 と し て 捉え て いる 。 こ の 人 間 ら し さ が 特 徴 な の だ 。 


「 天 下 布 束 」 と いう 言葉 を 直 択 すれ は 、「 天 下 に 衝 | 
武 を 敷く ( 布 く )」 と な る 。 す な わ ち 、 天 下 を ま ' 
武 カ 制圧 する どい うこ と だ 。 こ の 言葉 は 織田 
信長 が 、 美 濃 を 治め た 責 か ら 使う よう に な っ 角 ' 
た 。 し か し 、 当 時 の 武将 で こん な 言葉 を 使う そ 全 | 
も の は お ら ず 、 信 長 の 野心 と いう か 、 先 見 が きえ 
うか が える と ころ だ ろう 。 実 は 「 天 下 布 武 」 の る を ' 
文字 が 入っ た 判 まで 存在 する の だ 。 だ 本 
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⑥GAME ARTS 


ヒュ ー マ ン ファ クタ ー 
に よる 人 間 ド ラマ が … 


「 天 下 布 武 」 の 最大 の 特徴 と いえ ば 、 や は り 
ヒュ ー マ ン ファ クタ ー 採 用 に よる 人 間 ド ラマ 
だ ろう 。 わ か りや すく いう と 、 い まま で の シ 
ミュ レー ショ ン ゲ ー ム の よう に 武将 を 単なる 
コマ や ユニ ッ ト と し て あつ か わ ず 、 一 人 の 人 
間 と し て あつ か っ て や ら な いと 、 寝 返り や 課 
反 を 起こ され て し まう と いう こと だ 。 

武将 は 、 身 分 が ` 一 門 衆 "、^ 重 臣 ”、^ 武 将 、 

\ 降 伏 大 名 ? に 分 か れ て いる 。 バ 一門 衆 * と は 、 
大 名 の 子供 や 親戚 な どの 血 の 繋 が り が ある 武 
将 の こと で 、 織 田 信長 で た と える な ら 信 広 、 
秀信 、 信 雄 な ど で あ る 。` 重 臣 "は 、 武 持 の 中 
か ら プ レイ ヤー で ある 大 名 が 任命 する も の で 、 
最高 14 人 まで 任命 で きる 。 


~ 降 伏 大 名 ” と は 、 強 力 な 大 名 か ら の 凛 迫 に 
屈し 、 そ の 大 名 に 服従 する よう に な っ た 大 名 
の こと 。 今川 家 に 人 質 を 送ら され た 松平 家 な 
ど が その 例 だ 。 ち な み に 降 伏 大 名 の 下 に も 重 
臣 が 存在 する 。 こう や っ て 巨大 な 軍団 が 構成 
され て いく の だ 。 

し か し 、 各 武 持 ご と に 思考 し て る た め 、 軍 
団 が 大 きく な る と 寝返り や 謀反 が 増え て くる 。 
人 間 と し て あつ か わな いと マズ イ と いう こと だ 。 


2 前 。 


な で 史上 e ボ 肖 二 さや 
ひび ぷ へ ひび 噂 潜 旨 石 ON 汗 


天候 の 衣 蓄 が 取 で 意 じ られ る ょ う 


= 中 央 部 を 吉 に 革 し て 最 も 近く 進出 さ 
せ た も の 。 守り を 重視 し た 布陣 だ 。 


私 方 の 敵 に 備え る た め 、 八 方 面 と も 
称 さ れ た 。 黄帝 の 立て た 陣 法 で ある 。 


徳川 家康 対 武田 信 支 


充 右 の 違い は 、 貢 の 陣形 を 見 て 決め | 弦 朋 3 
よう 。 地形 に も 影響 され る の で 注意 。 | 左右 カ 


活躍 し た 武将 は そ 


れ な り の あつ か い 
を し な いと 起 誠 心 
が 下がる 。 ケ チ は 皇 
身 を 減 ぼ すら し い 。 : 


二 国 の あ 譜 むか 低 
| い is は 、 究 返り 
上 工作 で 自分 の 配下 

に し よう 。 能 力 が 
介 人 けれ は 文句 な し 。 


敵 の 敵 は 味方 と な 四 
る 。 贈 り 物 で 機嫌 昌 
を うか が い 、 人 外交 
cy に NG ギ 細 

に も っ て いこ 也 
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小 を も っ て 大 勢 に 向かう と き の 陣 
形 で 、 足 軽 を 魚 先 の よう に 立て る 。 


ほぼ と ん ど 左 右 対称 の 陣形 
の 規律 の 正 し さ が うか が える だ ろう 。 


MMEGA-CD PRESS 


軍勢 それ ぞ れ に 特徴 が 
ある 変化 に 富ん だ 戦闘 
戦闘 は 、 い まま で の シミ ュ レ ーション に あ 
り そ う で な か っ た 要素 が 満載 され て いる 。 
戦場 で の 戦い は 、HEX 戦 で 行わ れる 。 た 
だ し 、 部 隊 を か わり ば ん こ に 同じ 数 だ け 移動 
させ る の で は な い 。 一 回 の ター ン で 動か せる 
部 隊 の 数 が いつ も 決ま っ て な い の だ 。 と いう 
こと は 、 全 部 隊 が 動か せる と きも あれ ば 、 た 
っ た 1 つの 部 隊 し か 動か せな いと きも ある 。 
戦略 的 に 見 て 、 不 確定 要素 の 強い 戦国 時 代 の 
合戦 に 近づい た と いえ る だ ろう 。 

そし て 、 軍 勢 は ^ 足 軽 "、“^ 騎 馬 "、^ 鉄 砲 "の 
3 種類 に 分 けら れ 、 そ の それ ぞ れ に 特徴 づけ 
が な され て いる の だ 。 も ちろ ん 騎馬 "は “ 鉄 
砲 ” に 弱い な ど と 、 相 性 が ある の は 当たり 前 。 
た と えば 、 騎 馬 部 隊 だ が 、 い まま で の ゲー ム 
で は 移動 力 の 高い 足軽 より は 強い ユニ ッ ト と 
性 格 づ けら れ て いた 。 だ が 、「 天 下 布 武 」 で は 
これ に 軍勢 の 突進 力 が 加味 され て いる 。 小 数 
の 部 隊 で も 突進 カ が あれ ば 部 隊 以 上 の ダメ ー 
ジ を 敵 に 与え られ る と いう ワケ で 、 RPG の 世 
界 で いう クリ ティ カル ヒッ ト の よう な も の だ 。 
だ か ら 騎 馬 が 突っ こん で 来 た と き に 鉄砲 部 隊 
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呈 C 図 徐 回 草 ゆ S 較 S 淫 穫 は さ (・ 


。 べ さ な は YO が と の 人 古 「 | 導 d」 


が 撃ち 漏らし た りす る と 予想 以上 の 被害 
を 被る こと に な る 。 こ の よう な か 各部 隊 が 
それ ぞ れ 必要 な 存在 と な る だ ろう 。 武力 
の 高い 武 持 に 兵士 と 鉄砲 を た くさ ん 買い 
与え れ ば 簡単 に 平定 で きる 、 と いう 底 の 
浅い こと に な ら な い ワ ケ だ 。 

と ころ で 、 今 まで の ゲー ム の 角 城 戦 と 
いう の は 、 一 度 攻め こん で 攻め 切れ な か 
っ た ら 自 分 の 領地 に 戻ら な けれ ば いけ な 
か っ た 。 プ レイ し て て 納得 が いか な か っ 
た 人 も 多い ハズ だ 。 し か し 「 天 下 布 武 」 は 、 
数 年 に も わた る 籠 城 や 包囲 が で きる 。 忠 
実に 則 し た 籠 城 戦 も 可能 に な っ た の だ 。 

と に か く 、 今 まで の シミ ュ レ ーション 
ゲー ム に 対す る 不満 が いく つも 解消 され 
て いる 。 発売 が 待ち 遠 し いよ 。 ホ ント 。 


ーーー り 
甲斐 で は 鉄 約 より 馬 が 集め や すい 。 同 様 に 河内 で は 鉄 
が 集め や すく な っ て いる 。 部隊 に 特徴 が 出 や すい らし い 。 


な に し ろ CD-ROM で ある 。 デ ー タ が 多 す 
き て 困る こと ど は な い 。 で も 、 デ ー タ を た 《 さ 
ん 入れ る に は 、 そ れ 以 上 の 資料 を 集め な けれ 
ば な ら な い の だ 。 その 合 党 の 結果 、 ゲ ー ム ア 
ー ツ に は 書店 に 並ん で る 書籍 は も ちろ ん 、 ど 


こ か ら 拾 っ て きた か わか らん が 、 や た ら に 詳 


し い 来 実 が 書い て ある 書物 な ど が 集結 し て い 
る 。 こ れ ら を すべ て 読み つく せ ば あな た も 明 
日 か ら 歴史 学者 に な れる 、 な ん て は ほど の 資料 
の 山 だ が 、 こ こ か ら さ ら に 必要 な 項目 を 探さ 
な けれ ば いけ な い 。 ま っ た 《 た い べ ん の 一 言 
な の だ 。 そ し て 、 肖 場 の 地形 を 調べ る た め に 
国 寺地 理 院 発行 の 5 万分 の 1 の 地図 を 買い 集 
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め た そう だ 。 こ こ で も 現在 の 地形 と 違っ て る 
埋め 立て 地区 な ど を 判別 する の に 蘭 労 し た ら 
し い 。 と に も か くに も ご 菩 学 様 で し た 。 


国会 図書 館 に も ひけ を 取 
ら な いと 思わ れる 。 う む 。 


倍 びる の は 旨 光ら 9rS( ( 調 湖 
ゞ 混 は 図 生 S 弟 押す は で 渦 半 ささ ( 


味 7 た ゴマ マ 


ンド の な い ゲ ー ム の 美 し さ 


「 天 下 布 武 」 は 、 現在 発表 され て いる MEGA- CD の ゲー ム の 中 で 一 番 開 


発 が 進ん で いる みた い だ 。 


今月 も 新しい 情報 が 、 パ キ パ キ 入 っ て る ぞ 。 


きこ 完成 され て し 
まや か な ビジ ュ 
前 回 は 、「 天 下 布 武 」 の 基本 シス テム や ヒュ 
ー マ ン ファ クタ ー を 説明 し た が 、 だ いた い の 
こと は 理解 し て いた だ けた と 思う 。 
あれ か ら 1 カ月 が た ち 、 MEGA-CD 本 体 と 
同時 発売 に 向け て 開発 が 着 々 と 進行 中 。 も ち 
ろ ん 人 新しい ビジ ュ ア ル 、1200 人 の 武将 の グラ 
フィ ッ ク (まだ 全員 完成 し た わけ で は な い ) 
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現在 の 日 本 た 人 の 心 に 今 も 残り 続け る 1 人 の 男 、 織 田 信 長 。 時 お ) ビジ ネス 
必ず と いっ て いい は ほど 「 織 田 信長 的 な 社長 」 
と いう で ぐあい に 管理 者 の タイ プ に あげ られ る 。 そん な 統率 カ に 長け 、 独創 性 
に 富ん だ 信長 も 、 部 下 が マ メ ケ だ っ た ら こ こま で 目立た な か っ た だ ろう 。 右 
は 、1582 年 当時 の 織田 政権 で ある 。 北陸 平定 軍 の 柴田 勝家 、 中 国 平 定 軍 の 羽 
上 秀 吉 、 中 国 増援 軍 の 明 毎 光秀 、 信 喜 軍 先 魚の 滝川 一 益 、 四 国 平定 軍 で 信長 
の 三男 で ある 織田 信孝 、 関 東平 定 軍 で 信長 の 長男 で ある 織田 信 思 。 こ の 6 人 
の 武将 が 信長 を 支え て いる 重臣 だ 。 人材 豊 富 で うら や まし い 限 り で ある 。 


雑誌 な ど で 社 長 の 特集 を や る と 、 


⑥GAME ARTS 


や 水軍 戦 な ど が 完成 し つつ ある 。 水軍 戦 の ビ 
ジュ アル は 下 の 写真 だ が 、 い か に も 迫力 の に 
じみ 出 て いる 写真 だ 。 水 軍 戦 は 、 画 面 全 体 に 
この ビジ ュ ア ル が 出る の で は な く 、 戦 闘 シ ー 
ン と 重ね る よう に 出現 する 。 ゲ ー ム を 盛り 上 
げ る に は も っ て こい の 演出 だ ろう 。 し か し 、 
この ビジ ュ ア ル も さら に 迫力 の ある も の へ と 
手直し され て る らし い の で 、 期 待 し て 待っ て 
いよ う 。 そ の 期待 が 決し て 裏切ら れる こと は 
な い ハ ズ だ 。 


武将 の グラ フィ ッ ク だ 
が 、 先 ほど 述べ た と お り 
まだ 全員 完成 し て いな い 。 
1 人 ずつ 精魂 こめ て 描い 
て る の で 、 時 間 が か か る 
の だ 。 と りあ え ず 、 完 成 
し て いる も の か ら テ ー マ 
を 決め て 掲載 する ぞ 。 


に 電 清 や 希 盛 4855o 中 納 
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0 < 
会 まで の シミ ュ レ ーション ゲー は コ 
ンピュータ 側 の 思考 が 遅く 、 プ レイ ヤー 
を イラ だ た せる こと が し ば し ば あっ た 。 
し か し 、 そ ん な こと は 「 天 下 布 武 」 に 無縁 
の 話 だ ぞ 。 な ん と 、 全 部 の 武将 を コン ピ 
ュー タ に 住 せ た 場合 、 約 30 分 で 全国 統一 
が 行なわ れる 。 そ し て 、 時 間 が た つ に つ 
れ て コン ピュ ー タ の 思考 に 要する 時 間 が 
短く な る と いう の だ 。 い い 話 で し ょ 。 


ゲー ム の 流れ を 知っ て 
還 備 ・ 政 賠 の 詳細 を つか む 

「 天 下 布 武 」 は 季節 ご と に ゲー ム が 進行 する 。 
春 は 年 数 が 加算 され 、 秋 は 収穫 に より お 人 金 が 
入る の だ 。 1 つの 季節 は 、 軍 備 ・ 政 略 フェ イ 
ズ 、 作 戦 フ ェ イ ズ 、 水 軍 戦 ・ 野 戦 ・ 城 攻め フェ 
イズ の 3 つ に 分 割 さ れ 、 さ ら に それ プラ ス 、 
イベ ント と セー ブ プ の 機会 が 用 意 さ れ て いる 。 
今回 は その 中 の 1 つ 、 還 備 ・ 政 略 フ ェ イ ズ に 
つい て 掘り 下げ て いこ う 。 

軍備 ・ 政 略 フ ェ イ ズ は 、 情報 、 移動 、 軍 備 、 内 
政 、 調 略 、 外 交 、 人 事 、 機 能 に 分 類 さ れる 。 
どれ も 重要 だ か ら 全 部 頭 に 入れ て お く こ と 


武将 情報 城 の 普 知 行 
国 の 情報 楽市 楽座 克美 
we 上 2 内 玉水 開 琴 人 事 --- 再 編成 
a 大 名 関係 過料 重臣 抜 所 
移動 軍隊 移動 天 返 り 重臣 人 放 
政 後 呈 申 終 了 
鉄 交 購入 朝 延 工作 保存 
略 理 靖 | 騎 司 編 成 購 り 物 | 読 み 込み 
詳 E 軍船 建造 同 盟 その 他 
三国 同盟 
間 外交 胡 休 頼 
痢 迫 
了 人 


情報 コマ ンド に は 、~ 城 状況 "、 自 分 の 配下 
の 重臣 や 武将 を 知る た め の ^ 軍 団 一 覧 ”、 領 内 
の 城 の 状態 が わか る ` 城 一 覧 "、 各 国 の 状態 が 
一 目 で わか る ~^ 国 一 覧 "、 各 大 名 と 自分 と の 関 
係 を 知る ^ 大 名 関係 "、 こ の 5 項目 が ある 。 な 
に し ろ い つの 時 代 で も 情報 は 貴重 な 宝 で あり 、 


? 葵 ポイ ント と し て 、 移 動 し た と き に 舞 意 味 な 空 


1 ター ン は 3 カ月 、 つ まり 季節 単位 で ゲー ム は 進ん で 行く 。 タ ー ン 内 に で きる こと は 、 下 の 簡 路 図 の 
と お り だ 。 た だ し 、 降 伏 大 名 の と き は 、 イ ベン ト フ ェ イ ズ と セー プ フ ェ イス 以外 は 何 も で き な い ぞ 。 


正確 さ を 要求 され る も の だ 。 そ れ が 季節 ご と le 箇 
に コマ ンド を 選ぶ だ け で 手 に 入っ て し まう の gl AI を の 
だ か ら 、 時 代 の 移り 変わ り は 激しい 。 し か し 
これ は 絢 者 の 特典 。 降伏 大名 は どう 0 


氷 呈 ) っ 攻 欄 。 

【 葛西 晴信 二 。 " 由 ) わ 

が で き な い 。 1 本 し て 人 衣 』 う 4 5 に パ 

独立 せよ 。 離反 に 失敗 し た ら そ れ も 運 と 思っ 地 名 成 氏 。 36 32 3 0 同盟 い 
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て あき ら め よ 。 ち ょ っ と 無責任 か な ? | 昌 上 装 モ 6 3 2 ? 0 通 堂 RI 


移動 了 


移動 コマ ンド は 、 軍 団 移動 "の 項目 の み 。 
これ は 行動 が 軍団 単位 に な っ て いる た め だ 。 
移動 で きる 場所 は 、 現 在 いる 場所 か ら 街 道 と 
自 城 を 通じ て 移動 可能 な 場所 。 す な わ ち 、 自 
城 、 も し く は 包囲 し て いる 敵 城 の こと だ 。 ち 
な み に 移 動 し た 軍団 は 、 内 政 、 調 略 、 外 交 、 
人 事 の コマ ンド を 行なう こと が で き な く な る 
の で 注意 し よう 。 降 伏 だ っ た ら で き る け と 。 


き 城 を 作ら な いこ と だ 。 玉 み を 見 せ て は ダメ 。 


軍備 コマ ンド は 、 兵 士 を 募る ^ 微 兵 "、 鉄 砲 
を 買う ~ 鉄 砲 購入 "、 馬 を 買う ~ 騎 馬 編 成 "、 水 
軍 力 を 増強 させ る "軍船 建造 "、 こ の 4 項目 だ 。 


徴兵 は 、 各 武将 の 領地 の 石 高 に 応じ て 兵 が 増 
え 、 軍 勢 の 最大 値 も 決定 する 。 結 局 、 石 高 が 
多く な けれ ば 兵士 は 集まら な いっ て こと な の 
で 、 せ っ せ と 国 作り に は げ も う 。 鉄 多 や 騎馬 
は 、 大 名 が まとめ て 購入 し 、 そ れ を 武将 に 分 


内 政 


内 政 コ マン ド は 、 城 を 強く する ^` 城 の 普請 "、 
PVP 石 高 を アッ プ さ 
る “治水 開 表 "、 了 臨時 微 税 を 行なう ^ 過 料 鍼 ”、 
この 4 項目 で ある 。 城 の レベ ル を 上 げ る に は 、 
その 城 に いる 武将 に 命令 すれ ば よい 。 た だ し 、 
築城 レベ ル の 上 昇 に と も な い 、 お 人 金 が 消費 さ 
れる し 、 大 名 の レベ ル に よっ て 限度 も ある 。 
も ちろ ん 、 敵 の 城 や 包囲 状態 の 城 に 対し て 築 
城 す る こと は 不可 能 だ 。 城 の 築城 レベ ル が 上 


調 略 國 

調 略 コマ ンド は 、 隣 接し た 城 に いる 相手 国 
の 武将 を 引き 抜く ^ 寝 返り "、 敵 武将 の 謀反 を 
起こ し や すく する ` 課 中 ”、 朝 廷 に 官位 を 要求 
する "朝廷 工作 "、 以 上 の 3 項目 だ 。 寝 返り と 
内 応 は 、 そ の 行動 が 可能 な 軍団 の いる 城 に 隣 
接し て いな けれ ば 実行 で き な い 。 引き 抜く 場 
合 は 、 軍 勢 ご と 引き 抜か れる の で 、 成 功 すれ 
ば ボロ 儲け 状態 だ ぞ 。 


2 條 交 


外交 コマ ンド は 、 他 家 と の 友好 度 を アッ プ 
させ る ~ 贈 り 物 "、 婚 如 に より 手 を 結ぶ ^ 同 盟 “、 
2 家 が 同盟 し て いる と ころ に 同時 に 同盟 を も 
うし 入れ る “三国 同盟 ”、 同 盟 国 に 対し て 出兵 
を 促す ~ 出 兵 依頼 "、 他 家 を 脅し て 傘下 に 入れ 
る ^ 脅 迫 "、 他 家 の 軍 門 に 下る ^ 降 伏 |、 こ の 6 
項目 だ 。 降 伏 す る と 、 す べ て の 軍団 は 大 名 の 
下 に 集まり 、 1 つの 軍団 に な っ て し まう の だ 。 


配 す る 。 各 武将 は 、 鉄 多 か 騎馬 の どちら か し 
か 装備 で き な い 。 ち な み に 騎 馬 は 春 に 手 に 入 
りや すく な っ て る らし い ぞ 。 春 だ 、 忘 れる な 。 


が れ ば 、 城 に こも っ て 戦っ た と き な と 有利 に 
進め られ る ぞ 。 お金 に 余裕 が で き し だ い 、 前 
線 の 城 は すべ て イタ リア の サッ カー の 防御 陣 
よろ し く カ テ ナ チ オ の よう に し て し まお う 。 
楽市 楽座 と 治水 開 王 と 過料 銭 は 、 す べ て その 
国 で の 支配 率 が 50 め 以上 で な けれ ば 実行 で き 
な い 。 な お か つ 、 1 ター ン 、 1 つの 国 に つき 、 
1 回 だ けし か 使え な い 。 ま あ 、 過 ズ 料 銭 は で き 
る だ け 使 わな か い ほ う が よ い の だ が ……。 と に 
か く 富 国 に 努め まし ょ う 。 ガ ン バ レ ー。 
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人 事 コ マン ド は 、 武 将 の 知行 を アッ プ さ せ 
る ^ 知 行 、 武 将 の 忠誠 心 を 上 げ る ^ 褒 美 、 大 
名 や 重臣 の 間 に て 武将 を 移動 させ る ^ 再 編成 ”、 
重臣 を 新しく 任命 する ^ 重 臣 抜 控 "、 重 臣 を 解 
雇 し て 追い 払う 重臣 追放 "、 こ の 5 項目 だ 。 
知行 で 武将 の 知行 を 上 げ る と 、 そ の 武将 の 忠 


誠心 が 上 が り 、 管 理 可能 な 兵士 の 数 が 増え る 
この ! 天 下 布 武 」 は 、 ヒ ュー マ 


の だ 。 と に か く 


ン フ ァ ク ター に よる 人 間 ド ラマ を セー ルス ボ 
イン ト と する 戦国 シミ ュ レ ーション だ 。 そ の 
た め に 忠誠 心 と いう パラ メー タ が か 今後 の ゲー 


ム 展 開 を 占う キー ポイ ント と いえ る だ ろ 4 
情報 コマ ンド で 館 一 忠誠 心 を 観察 し 、 少 し 
も 下がっ た ら 知 行 や 褒美 で 取り 戻す の だ 。 


機能 コマ ンド は 、 戦 闘 時 の アニ メー ショ ン 
を 選択 で きる "^ 激 突 有 り "、 タ イト ル 画 面 に 戻 
っ て 初め か ら か セー プ さ れ た と ころ か ら か や 
り 直 す ` や り 直 し ”、 コ ント ロー ラ の ボタ ン 割 
り 当 て な ど を 変更 する “操作 変更 "な ど が ある 。 
も ちろ ん 、 常 時 流れ る 音楽 や 効果 斉 も 自由 に 
止め る こと が 可能 だ 。 も し か し た ら メ ッ セ ー ジ 
スピ ー ド も 変更 で きる か も …… 。 不明 だ けど 。 
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前 回 に 引 寺 き 続 きま し て 
リア ル な 戦場 の 風景 を 


前 回 の 戦場 写真 は 、 主 に 天候 の 違い に 重点 
を お いて 紹介 し た 。 天 候 に よっ て の 条件 の 違 
いや 風情 の ある 風景 を 堪能 で きた と 思う 。 今 
回 は 時 間 の 経過 と いう こと に 注目 し て 考察 し 


時 間 の 経過 、 それ は 地球 が 自転 する か ぎり 
必ず 起き る も の だ 。 っ て こと は 地球 で 生き て 
いく と 一 生 つ いて まわ る し 、 必 要 不 可 欠 な も 


ここ が 桶 狭 間 の 合戦 場 だ 。 こ こ で 織田 信長 が 西 上 し て きた 今 
川 義元 を 討ち 果たし た の だ 。 大 雨 の 降る 日 の 出来 事 だ っ た 。 


戦闘 シー ン は 、 こ の 時 間 の 概念 を まっ た く 取 
り 入 れ な いか 、 日 付 単位 で 考え る も の が 多 か 


っ た 。 し か し 、 人 間 生 き て いれ ば 号 は 来る し 、 
夜 も 来る 。 や は り も っ と 細か い 時 間 の 概念 が 、 


ゲー ムシ ステ ム に まっ た くく 影響 な く て も いい 
か ら ほ し いと ころ だ 。「 天 下 布 武 」 の 戦闘 シー 
ン は 2 時 間 単 位 で 刻々 と 変化 し て いく 。 た だ 
画面 が 変化 し て いく だ け で な く 、 時 間 に よ っ 
て 敵 の 部 隊 が 見 えな く な る な ど 、 い ろ ん な こ 
と が 起き る 。 画面 右 下 に 現在 の 時 間 が 表示 さ 
れる けど 、 な く た っ て 画面 の 雰囲気 で わか っ 


有名 で 一 目 見 た だ け て で わか っ て し まう 人 も いる か も し れ な い 
川中 島 の 合戦 場 。 上 杉 謙信 と 武田 信玄 の 思い 出 の 場所 だ ぞ 。 


』 


現 在 地 


厳密 に 計算 され て いる スグ レモ ノ だ ぞ 。 こ こ 
まで き て し まう と 、 お みそ れ し ま し た の 一 言 
に つき る 。 あ あ 、 感 謝 感 激 雨 あら れ ……。 
戦闘 画面 の 合戦 場 の 地形 だ が 、 こ れ は 前 回 
に も 触れ た と お り 実 際 の 地形 その も の だ 。 ゲ 
ー ム アー ツ が 苦労 し て 地図 を 集め た だ け は あ 
る ぞ 。 そ の 苦労 が よく わか る 128 の 合戦 場 の 
位置 が 一 発 で ツモ れる よう な 表 を 公表 し た い 。 
自分 の 近所 の 住所 が あっ た ら 自 転 車 を と ば し 


て 行っ て みよ う 。 行け 一 。 


これ が 現在 の 川中 島 。 長 野 県 松代 町 っ て の が 
現在 の 住所 だ 。 こ こ で 5 回 に も わた 


る 戦闘 が 繰り 広げ られ た ん だ 。 


- 現 合戦 電 現 在 地 
04 館 _ 府 市 古 府中 町 久松 山 | 鳥取 市 東町 
045 城 _ 大 月 市 振 岡町 布 部 山 | 能 義 郡 広瀬 町 
城 、 便 崎 市 中 田町 湊 山 | 米子 市 久米 町 
城 上 田 市 上 田 小石 見 城 国 小 石見 | 浜田 市 相生 町 
会 津 若松 市 追手 町 城 小諸 市 小諸 丁 尋 ll 山 | 姫 中 市 本 町 
9 全 中 城 : 土 伊那 郡 高 癌 町 東 高 束 三木 | 三森 市 上 の 丸町 
( 海 津 城 長野 市 松代 町 上 | 月 | 佐田 郡上 月 町 
1 城 | 長 岐阜 市 大 宮 町 高松 | 固 山 市 高松 
城 | 関 大 垣 市 郭 町 倫 | 山 | 津山 市 山下 
| 城 目 猿 恵那 郡 岩村 町 城山 岡山 | 同 山 市 丸の内 2 丁目 
> 城 目 疾 間 沼 | | 犬山 市 大 山 97 郡 | 岬 | 高田 郡 吉田 町 吉田 
3 日 山城 上 春日 山 | 上 越 市 中 屋敷 098 厳重 | 佐伯 郡 宮島 町 
千葉 県 佐倉 市 鹿島 6 | 新発田 城 胃癌 競 田 旧 | 新発田 市 大 手 町 199 勝山 | 下関 市 田 人 用 
7 | 天神 山城 症 天 神 由 | 西蒲原 郡 竹 野 町 100 | 急 葛尾 || 岩国 市 和 木 町 
千葉 県 館山 市 城山 _ 058 | 栃尾 城 目 栃尾 || 栃 尾 市 大 野 9 着 : 海部 川 || 海部 郡 海部 町 
還 059 | 魚 津 城 呈 伺 | 津 | 魚津 市 大 町 02 |] 中 富川 | 板野 郡 板野 町 
佐野 市 安 菊 郡 田沼 町 | 060 | 富山 城 | 委 還 佳 | 富山 市 城跡 公園 03_ 王宮 || 徳島 市 入 田 町 
小山 栃木 県 小山 市 城山 町 | 061 | 七尾 城 国 大 動 出 | 七尾 市 古 府 。 04 多度津 | 仲多度 郡 多度津 町 
都 宮 本 丸町 62 | 金沢 城 | 金沢 御坊 || 金沢 市 兼太 公園 05 引 | 田 || 大 川 郡 引田 町 宮 後 
群馬 郡 箕 卿 町 西 明 屋 | 大 聖 き 城 開 大 | 壁 寺 | | 加賀 市 大 聖 寺地 方 町 | 106 | 湯 月 湯 | 月 || 松山 市 道後 湯 之 困 
北 庄 城 | 頭 竜 川 | 福井 市 中 央 1 丁目 9 細 | 大 州 
ピ 小 浜 城 | 根 状 浜 市 城内 1 丁目 | 108 | 仏殿 川 科 江 
人 王子 市 元 和 王 子 町 I66 | 小 谷 城 | 姉 有 牛川 | 東 浅井 郡 湖北 町 伊部 09 | 岡 豊 土佐 長浜 
埼玉 県 川越 市 部 町 067 | 長浜 城 症 睦 沈 岳 | 長 泊 市 公園 町 小字 本 丸 | 110 | 安芸 矢 流山 
市 城内 068 | 安土 城 目安 | 圭 || 浦 生 郡 安土 町 豊 清 円 包 門司 
田方 郡 甘 山 町 草山 | 069 | 勢多 城 | 野 州 川 | 大 津 市 瀬田 - 12 | 中 津 山国 
_ 静 岡市 追手 町 城内 町 | 070 | 観音 寺 城 目地 頭山 | 蒲生 郡 安土 町 石 寺 13 | 府 内 石垣 原 || 大 分 市 荷 揚 町 
] 喧 城 | 二条 御所 || 京 者 市 中 京 区 二条 需 川 14 | 日 杵 丹生 | 島 | 日 桁 市 大 字 日 桁 
小笠 原 郡 大 東町 下 土 方 延 寺 靖 形 山 | 大 津 市 下 阪本 町 ” | 115 | 立花 多 多良 浜 | 粗 屋 郡 久山 町 
勝 城 還 山 上 崎 上 上 | 京都 市 伏見 区 桃山 町 | 116 | 柳川 筑後 川 
入 城 目 朝 路 四 請 | 多紀 郡 篠山 町 入 上 17 | 佐賀 今 」 山 
人 山 城 旧 荒 間 塚 | 人 岡市 古 世 18 | 森 岳 | 沖田 原 
| | 福 城 | 横 寺 山 || 福知山 市 内 記 宇 土 的 | 原 | 
小 記 坂 || 同 崎 市 康成 町 | 077 石山 本 灰 寺 | 石 』 画 軒 | 大 阪 市 東 区 限 本 茶 白 山 台 | 】 
_078 | 高 捉 城 | 白井 河原 | 高 裕 市 城内 町 人 宮 林崎 原 上 | 人 
| 079 | 慣 崎 城 用 局 靖 崎 | 尼崎 市 北城 内 延岡 延 旧 上 岡 | 下山 市 本 
西春 日 井 郡 清洲 町 080 | 環 城 目 列 米田 || 岸和田 市 岩城 町 | 都 が 都 於 郡 || 西 都市 大 字 都 大 郡 
| 名 古屋 市 中 区 本 丸 081 | 信貴 山城 上 | 信 爆 山 || 生 移 孝平 群 町 大 字 信 貴 舞 高 呈 || 川 | 児湯 郡 本 城 町 高城 
名 古屋 市 緑 区 鳴海 町 | 082 | 多聞 山城 | 多聞 出 | 奈良 市 多聞 町 高 高 _ 肝 属 郡 高山 町 本 拓 
083 | 高野 山 | 独 天 本 | 伊都 郡 高野 町 内 鹿 鹿児島 市 常盤 町 
084 | 根来 き | 雑賀 川 | 和歌 山 市 1 番 本 ー ー 日 置 郡 伊東 院 町 
目安 濃 津 || 津 市 丸の内 085 | 宮 津 城 上 還 宮津 上 | 宮津 市 鶴賀 蒲 龍 始 良 郡 蒲生 町 久 未 
086 | 田辺 城 | 舞 簡 || 無欠 市 南田 辺 


戦国 シミ ュ レ ーション 
の 名 に 恥じ な い ゲ ー ム 


ーー いろ ん な ハー ド で 戦国 シミ ュ レ ーション 
が 発売 され て いま す が 、 そ れ ら と 比べ て 「 天 
下 布 武 」 に は どの よう な 特徴 が ? 

宮路 まず この ゲー ム の 設計 方 針 と し て 、 ど 
れ だ け シ ミュ レー ショ ン と し て の リア リティ 
を も っ た も の が 作れ る か 、 と いう こと を 考え 
まし た 。 で も 、 リ アリ ティ と は いっ て も あく 
まで も ゲー ム で すか ら 、 パ ソコ ン ゲ ー ム な ど 
で リア リティ を 追求 する あま り ゲ ー ム に な っ 
て な いも の が ある で し ょ 。 そ うな ら ず に リア 
リティ を 追求 し つつ 、 ゲ ー ム 性 も 同時 に どこ 
まで 追求 で きる か 、 こ れ は 相反 する こと な ん 
で すけ ど 、 こ の 2 点 を 高い レベ ル で いか に 調 
和 さ せる か 工夫 を し まし た 。 後 は 、 自 分 の 下 
に いる 武将 が 勝手 に 寝返っ て し まう な どの 人 
間 臭 さ で すね 。 そ し て 、 そ の 武将 の 実際 の 性 
格 ど お り の パラ メー タ が 設定 され て いる の で 、 
歴史 の 本 を 読む と よく わか り ま す よ 。 

ーー と いう こと は ある 程度 歴史 どおり の 展開 
に な る と いう こと で すか ? 

宮路 そう な る 確率 も あり ます 。 た だ 非常 に 
低い で すけ ど ( 笑 )。 自 分 が 歴史 どおり の 行動 
を し て も コン ピュ ー タ 側が そう する 確率 は 低 
いで すか ら ね 。 で も 、 今 まで の シミ ュ レ ー シ 
ョ ン で は 、 ど う が ん ば っ て も 歴史 どおり に い 
確率 は ゼロ で し た か ら ね 。 あ まり に も 省略 
され て いる 要素 が 多い で すか ら 。 

ー パ ッ と 見 た と ころ 「 天 下 統一 」 に 似 て る と 
いう 印象 を 受け た の で す が ……。 


実は 究極 の 戦国 シミ ュ レ ーション ゲー ム ! 天 
下 布 難 」 に は サブ プ タ イ トル が な い 。 つ け な い 
っ で ワケ じゃ な 《 で て 、 ま だ 決ま っ て いな い の 
だ 。 ど と いう こと で 、 い き な り サブ タイ トル を 
読者 の 皆様 か ら 募 集 す る ぞ 。 特 に どん な 感じ 
が いい な ん て いう ゲー ム ア ー ツ 要望 は まっ た 
《 な い が 、「 天 下 布 武 」 の イメ ー ジ に ハマ れ ば 
問題 な し 。 秋 の 夜長 に ゆっ た り 「 天 下 布 武 」 
の サ プ タ イト ル を 考え る な ん て 、 風 流 に つき 
る ぞ 。 も ちろ ん 、 入 選者 に は 商品 も 出る ぞ 。 


宮路 そう いう 話 も あり ます が 、 似 て る と い 
っ て も ゲー ム の 設計 方 針 が 似 て る わけ で は な 
く 、 レ イア ウト の 絡み な ん で す よ ね 。 何 が 似 
て る か と いう と 城 と 城 を 街道 で 結ん で る と こ 
ろ で す 。 な ん で あえ て この 方 法 を と っ た か と 
いい ます と 他 に 方 法 が な か っ た か ら で す ( 笑 )。 
国 の 中 に いく つも 城 が ある 方 式 だ と 、 城 と 城 
を 線 で 引っ 張る か 自由 に 移動 で きる か の 2 と 
お り し か な い の で ……。 そ の た め に 「 天 下 統 
ーー」 に 似 た イメ ー ジ が ある の か も し れ ま せん 。 
で も 「 天 下 布 武 」 は 、 力 と 力 の ぶつ か り 合 いよ 
り 相手 を 利用 し た りす る 人 間 ド ラマ に 重点 を 
お いて あり ます 。 ゲ ー ム の 切 口 も や は り 違 い 
ます よ 。「 天 下 統一 i は いい ゲー ム で す よ ね 。 

で も 2 年 前 の ゲー ム で すか ら 、 そ の 後に ゲー 
ム を 作っ て それ を 越え られ な けれ は 進歩 が な 
いで す よ 。 も ちろ ん 「 天 下 布 武 」、 に は それ だ け 
の 力 が あり ます 。 き っ と 最高 の 戦国 シミ ュ レ 
ーション に な る で し ょ う 。 完成 すれ ば ( 笑 )。 


SN ブ 、 トス 


の INS の 宣 中 武 % 

第 ど 開 発 部 部 長 ん 
本 誌 で は 、 も うお な じみ の 宮路 武 さん 。 
メガ ドラ ソフ ト で は 、 ぎ ゃ ん 自己 に 引 続 
き 「 天 下 布 武 」 を 担当 。 戦 国 シ ミュ レー シ 
ョ ン に 関し て は 一 家 言 を も ち 、 膨 大 な 資 
料 の 山 に 囲ま れ て ハー ド ワ ー ク を こなす 。 
社長 の 洋一 氏 と と も に 業界 で は SUPER 
宮路 BROS. と よ と ば れ て いる らし い 。 


らら 分 ど 


宮 鳴 兵 の 好き な 武将 は 、 立 花道 と 高橋 紹 運 ど 立 花 宗茂 の 3 人 だ 。 没 落し て い 《 大 友 家 を 


最後 まで 盛り 立て た 立花 道 害 は 、 高 橋 紹 運 の 子供 統 席 (宗茂 ) を 見 所 が ある と し て 基 養 子 に 
向 か を た 。 紹 運 が 宗茂 を 立花 家 に 送る と き の 話 な ど は 親子 の 絆 が ほど と ば し っ て いる ぞ 。 


源 生 謀 獲 きせ 9>NP- ド ー| 。 剛 さ ト 


ひさ 京 昌 (IE 。 計 ご 潮 で 集 叶 ご 


サ プ タ イト ル が 採用 され た 方 | 名 に 図書 基 
| 方 円 分 を プレ ゼン ト 。 その うえ 実際 の ゲー 
ム の スタ ッ フ ロー ル に 名 前 を 載る と いう 栄 准 
が 与え られ る 。 その 他 最 終 選 考 に 残っ た 方 3 
名 に MD 版 ぎ ゃ ん 自己 3 本 、 さ ら に 天下 布 武 
ちょ うち ん と 天下 布 武 文 珍 を 各 3 名 の 方 に プ 
レ ゼ ント する 。 

ちな み に 〆 切 は 9 月 20 日 消印 有効 。 カ の 入 
っ た サ プ タ イト ル を 葉書 で どしどし 応募 し て 
は ほしい 。 以上 よろ し く 。 


OS 立 OwHFeY 
ささ 導 如 古 坦 調 S さ 油 考 虹 
麻生 装 る IN RISE 


ar で 層 押 右 きせ の (中 
対 湖 計 抽 | 進 NS 油 豆 当 


先月 号 で も お な じみ の 天下 布 武 ちょ うち ん と 天下 布 武 文 


珍 ( 判 子 に も な る ぞ ) だ 。 ふ る っ て 応募 し て ほし い 


た か が 戦闘 。 され ど 吾 闘 。 や は り 圭 闘 で ある 。 


「 天 下 布 武 」 の 戦闘 モー ド は 、 野 戦 、 城 攻め 、 水 軍 戦 の 3 種類 で 成り 立 
っ て いる 。 個性 的 な 戦闘 ば か り だ か ら 、 楽 し ん で 戦 お うじ ゃ な い の 。 


シナ リオ 重 に 見 る 初 


1 Ge 
開発 され て いる 「 天 下 布 武 」。 来 月 に は 基本 シス 
テム も 固まり 、 ビ ジュ アル な ど が バキ バキ 入 
れ ら れ て いる ハズ だ 。 発売 も 近く な っ て きた 


だ し 、 今 回 は シナ リオ 別 で 考え て みよ う 。 ゃ 
7 人 4 シナ リオ " 群 克 割 拠 "初期 大 名 勢力 図 


まず は 、 シ ナリ オ 別 の 重要 な 武 持 た ち に つ 
いて チェ ッ ク し て みた 。 今回 は 、 シ ナリ オ 1 
の "群雄 割拠 "だ 。" 群 雄 割 拠 "は 、 今 川 義元 が 
京 を 目指 し て 西 上 する 5 年 前 か ら 始 まる 。 桶 
狭間 の 戦い は その 5 年 後 の 1555 年 で ある 。 右 
の 日 本 地図 は ゲー ム 開 始 直 後 の 武 将 配置 図 だ 。 
群雄 割拠 の 名 の と お り 大 き な 勢 力 は いな い 。 
この 小さ な 勢力 た ち が 、 す べ て 天下 を 治め る 
チャ ンス を 虎視 財 上 記 と 狙っ て る ワケ だ 。 右 下 
の 武 持 た ち は 、 こ の シナ リオ に 登場 する 武将 
た ちの 一 部 だ 。 有 名 どこ ろ が そろ っ て いる が 、 
どの 武将 を 選ん で も 、 相 手 と し て ココ に 掲載 
され て いる 武 持 は チェ ッ ク し て お こう 。 


ッ ナ DEETHE 本 す ] 


今回 の 武 持 は 、 真 田 親 子 三代 だ 。 ” ゲー ム ア ー ツ 第 2 開発 部 部 長 
これ と いっ て 泣け る 話 と いう も の は 宮路 武 。。 
な い が 、 こ の 親子 は と に か く 天 才 な 。 
の だ 。 親 が 天才 な ら 子 供 は その 七 光 
に 押さ れ て 、 家 が 潰れ て し まう ケー 
ス が 多い 。 し か し 、 真 田家 は 親子 だ 
け で な く 、 孫 の 代 ま で 天才 続き っ て 
ん だ か ら 恐 れ 入谷 の 鬼子 母 神 で ある 。 て 
真田 幸 除 は 、 謗 中 戦術 の 天 オ だ 。 信 渡 の 知人 を 頼っ て 段 取 
を 組み 、 村 上 義清 を は め た 話 な ど 、 参 っ た の 一 言 に つき る 。 そ 
の 子 、 計 幸 は 区 城 戦術 の 天才 だ 。 関 ヶ 原 の 合戦 と 徳川 の 大 軍 を 
退け た 語 は 有名 で ある 。 そ し て 、 珠 の 幸村 は 玉 耕 戦術 の 天 オ だ 。 
徳川 の 本 陣 を も ぬけ の カラ に し た 武勇 伝 は 今 も 伝え られ て いる 。 


中 較 笑 。 下 叶 款 。 真 守 


宙 党 庫 活 話 
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ol 
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天下 を 手中 に する に は 
戦闘 モー ド を 熱 知 せよ 


前 回 は 、 富 国 強 兵 に 不可 欠 な 軍備 ・ 政 略 フ 
ェ イ ズ を 解説 し た 。 こ れ で あな た の 国 も 栄え 
て し ょ う が な いっ て 感じ だ が 、 そ れ だ け て 天 
下 が 取れ れ ば 誰 も 苦労 は し な い 。 井 の 中 の 星 
じゃ な い が 、 田 舎 の 殿様 で 終わ っ た ら 意 味 が 
な い の だ 。 自 分 の 領地 を 増やし て 、 最 終 的 に は 
日 の 本 すべ て を 我 が 物 に し な けれ ば な ら な い 。 
その た め に は 、 相 手 国 に 攻め こむ の が 一 番 だ 。 
「 天 下 布 武 」 で は 、 水 軍 戦 ・ 野 戦 ・ 城 攻め フェ 
イズ で 戦闘 を 仕 理 ける こと が 可能 だ ぞ 。 こ の 
フェ イズ を 掌握 する の が 、 天 下 統一 の 近道 っ 
て ワケ 。 で は 、 戦 っ て み ま し ょ うか 。 


瀬戸 内 海 で の 戦闘 は 、 ほ と ん と 水軍 に よる 
も の で ある 。 も ちろ ん 、 海 に 隣接 し た 城 を 持 
っ て な けれ ば 水軍 を 保持 で き な い 。 港 を 掌握 
し 、 水 軍 力 を アッ プ さ せ て か ら 水 軍 戦 に 臨 も 
う 。 実際 の 水軍 戦は 、 野 戦 と 同じ よう に 陣形 
を 構え て 戦う も の だ が 、「 天 下 布 武 」 の 水軍 戦 
は 、 船 どう し が 撃ち 合う こと で 行わ れる ぞ 。 
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城 は 、 守 備 側 に と っ て 最後 の 砦 で ある 。 こ 
れ を 突破 され る と 、 後 は 敗走 する の み 。 落 ち 
武者 生活 だ 。 そ うな る 前 に 、 軍 備 ・ 政 略 フ ェ 
イズ の と き に 城 の 普請 を し て 、 築 城 し て お こう 。 
強固 な 城 で も あれ ば 、 そ う や す や す と 崩 され る 
コト も な い 。 こ れ で 日 本 も 安心 だ 、 て な ワケ 。 

し か し 、 攻 め る ほう の 立場 と し て は 、 こ ん 
な こと で 安心 され て は 困る 。 城 を 落と し て 初 
め て 、 領土 が 拡張 され る の だ 。 落と せな く て 
は 、 話 に な ら な い 。 男 が す た る っ て も の だ 。 
野戦 を し て も 、 水 軍 戦 を し て も 、 結 局 最後 は 
城 攻め で ある 。 城 攻め に な る こと を いつ も 想 
定 し な が ら 戦闘 を 仕掛 け な け れ ば いけ な い ぞ 。 
兵士 は た っ ぷり 費用 も た っ ぷり 、 こ れ が 城 攻 


大 友 水 軍 、 強 豪 毛利 水軍 へ 果敢 


毛利 元 就 は 、 村 上 武吉 の 水軍 を 組織 し 、 
瀬戸 内 海 を 制 し た 。 こ の 村上 水軍 が 毛利 水 
軍 の 強 さ の 秘密 っ て ワケ 。 村 上 水軍 は 、 瀬 
戸 内 海 の 地形 と 潮流 を 把握 し て いる 。 こ の 
知識 を 利用 し た 奇襲 戦法 が 得意 な の だ 。 細 


か い 心 得 と し て " 能 島 流水 軍 秘 伝書 "を 示し 、 


実戦 で の 軍法 に し た らし い 。 こ の 組織 化 さ 


め の 理 想 形 な の だ 。 こ れ で 臨め ば 文句 な し 。 
城 攻 め は 、 強 襲 か 包囲 、 こ の 2 つ し か 作戦 
が な い 。 強襲 の 場合 は 、 兵 士 が な く な る まで 
何 度 も 仕掛 けら れる 。 包 囲 の 場合 は 、 費 用 が 
つき る まで 何 年 も 包囲 で きる ぞ 。 た だ し 、 季 
節 に つき 一 度 だ けし か 使え ず 、 費 用 が な く な 


れ た 水軍 相手 で は 、 大 友 な ど 赤 ん 坊 同然 だ 。 
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戦国 時 代 の 戦闘 の 基本 、 そ れ が 野戦 で ある 。 
お 互い 陣形 を 組み 、 ぶ つか りあ う ワ ケ だ 。 陣 
形 は 全部 で 8 種類 。 魚 鱗 の 陣 、 鶴 肛 の 陣 、 和 
矢 の 陣 、 方 円 の 陣 、 訂 行 の 陣 の 左 と 右 、 優 月 
の 陣 の 左右 で ある 。 こ ん な に ある と 、 ど れ を 
使っ た ら よ いか わか ら な く な っ て 錯乱 し て し 
まう 。 全 部 使 お うと し な いで 、 3 つ ほ ど 使 い 
こなす よう に し た ほう が いい ぞ 。 そこ か ら 了 臨 
機 応変 に 選ぶ と 、 相 手 の 陣 形 に 対す る 対策 も 


ニニ 万 ヶ 原 の 合戦 を 見 て 
野戦 の 万 法 を 澤 得 せ よ 


三方 ヶ 原 の 合戦 は 、1572 年 ( 元 亀 3 年 ) に 武 
田 信玄 と 徳川 家康 の 間 に 起 こっ た 合戦 で ある 。 
北条 氏 と 同盟 を 組み 、 育 後 を つか れる 心配 の 
な く な っ た 信玄 は 、 遠 江 を 手中 に する た め 、 
甲府 を 出発 し た 。 家 康 は 、 浜 松 城 に 廷 城 し て 
信長 の 加勢 を 待つ つも り だ っ た 。 し か し 、 信 
玄 は 浜松 城 を 攻め ず 、 さ ら に 西 の 三 方 ヶ 原 へ 
向かっ て し まっ た 。 その 行動 に あせ っ た 家康 は 、 
すぐ に 追撃 態勢 を と っ て 出陣 し た が 、 逆 に 信 
玄 に 待ち 伏せ され る 形 に な っ て し まっ た の だ 。 

戦闘 は 、 夕 暮れ に 石 合戦 か ら 始ま っ た 。 ほ 
ぼ 2 倍 以上 の 兵 を 持つ 武田 軍 が 押し 気味 に 進 
め 、 数 時 間 後 、 家 康 は 命からがら 浜松 城 に 退 
却 し て し まっ た 。 戦い は 、 信 玄 の 計 に は ま 
っ た 家康 の 完敗 に 終わ っ た の で ある 。 


立て や すい 。 育 伸び は 禁物 っ て こと だ 。 
戦場 で の 戦い は 、 9 月 号 で も 紹介 し た が 、 
HEX 戦 で 行わ れる 。 部隊 の 移動 は 、 一 回 の 
ター ン で 動か せる 数 が 決ま っ て いな い 。 不 確 
定 要素 の 強い 戦国 時 代 の 合戦 その まま だ ぞ 。 
軍勢 は 、 足 軽 と 騎馬 、 そ れ に 鉄砲 で 構成 され 
る 。 そ れ ぞ れ 特 徴 づ けが は っ きり し て いる の 
で 、 相 性 や 突進 力 を 踏ま えて 軍備 し よう 。 

何しろ 、 ほ と ん どの 戦闘 は 野戦 で ある 。 野 
戦 を 制す る 者 は 天下 を 制す る の だ 。 何 で も 制 
する 者 は 、 結 局 天 下 を 制す る っ て こと か な ? 


EEeEMSI 


トー 
三 示 


な ん だ か ん だ いっ て も う 11 月 に な っ て し ま 
っ た 。「 天 下 布 武 」 の 発売 も も うす ぐだ か ら 、 
あと 1 カ月 も すれ ば 実際 に 家庭 で 「 天 下 布 武 」 
が 遊べ る は ず だ 。 開 発 の 人 た ち も 最 後 の 追い 
こみ と ば か り に が ん ば っ て いる の だ ろう 。 と 
っ と と 「 天 下 布 武 」 で 遊び た いと 思っ て いる 戦 
国 シ ミュ レー ショ ン 野 郎 は 、 開 発 者 の 健康 を 
願い つつ 、 発 売 を 期待 し て 待っ て いよ う 。 

さて 、 前 回 は シナ リオ 1 の “群雄 割 換 " に つ 
いて 紹介 し た 。 小 さい な が ら 野 望 だ け は デカ 
イ 勢 力 が うようよ いた が 、 こ の 中 か ら 1 つの 
国 だ けが 頂点 に 立て る の だ 。 さ な が ら 高 校 野 
球 の よう だ が 、 ま さ に それ で ある 。 今回 は 4 
つ 目 の シナ リオ ~ 関 ヶ 原 "に つい て 触れ て みよ 
う 。 シ ナリ オ 2 と 3 は どう し た 、 と いう 声 も 
聞こ える が 、 発 売 も 近い と いう コト で 、 先 を 
急ぎ まし ょ う 。 そ うい う コ ト て で 勘弁 し て 。 

* 関 ヶ 原 ” は 、1600 年 の 冬 か ら ゲ ー ム 開始 と 
な る 。 関ヶ原 の 戦い は 秋 か ら だ か ら 、 そ の 最 
中 に 始ま る ワケ だ 。 東 軍 に つく の も 西 軍 に つ 
く の も 自由 だ が 、 今 回 も 武将 配置 図 と 有力 武 
将 を 掲載 し た の で 、 各 自 チ ェ ッ ク し て いた だ 
きた い 。 あ と は 御 自由 に どう ぞ 。 う も む 。 


今回 の 武将 は 黒田 祉 アーム アー ツ 第 開発 
共 術 だ 。 黒田 官 琴 箱 と 間野 震 宏 
聞い て ピン と こない 人 
は 黒田 孝高 と いえ ば わ 
か る だ ろう 。 彼 は 豊 区 
秀吉 の 参謀 と し て 多 天 
の カカ を 発揮 し た 。 本 能 
寺 の 変 で 主君 を 失っ て 動 持 す る 秀吉 に 、 
今 が 天下 を どる チャ ンス と ささ や いた 。 
秀吉 に 官 琴 術 を 頼り に な る と 思う と 同時 
に 油断 の な ら な い 奴 と うな ら せ た そう だ 。 
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天下 を 治め る に は 、 た だ 強い だ け で は ダメ 。 天災 を 味方 に つけ 
る 運 も 必要 だ 。 今 回 は 、 そ ん な 天災 な どの イベ ント を 紹介 し よう 。 


戦い の 予感 を 感じ させ る タイ トル 画面 も 完成 し た ぞ 


メラ メラ と 交 え 


る 秋 。 焼 き 打 ち 
に あう 城 を 思わ 
せる 。 諸 行 無常 K 
写 
炭 を バッ ク に し ! | 

て 現われ る タイ | ト 

トル 。 これから 。 | 。 『 

I 


の 戦い が 始ま る 


1600 年 に も な る と “群雄 割拠 "の 頃 と は 、 武 


将 の 顔ぶれ も 様変わり し て いる 。 古 喜 も いれ | 
ば 新興 勢力 も いる 。 ど うな る こと や ら 


続々 と 襲い か か る イベ ント フェ イズ 


先月 まで の 記事 で 軍備 ・ 政 略 フ ェ イ ズ と 水軍 戦 ・ 
野戦 ・ 城 攻め フェ イズ の 2 つ を 詳し く 紹 介し た 。 
これ で だ いた い の フ ェ イ ズ の 内 容 に つい て 理解 し 
て も ら え た と 思う が 、 今 回 は ター ン の し ょ っ ぱな 
に や っ て くる イベ ント フェ イズ を 説明 し よう 。 イ 
ベン ト フ ェ イ ズ で は 季節 や 年 号 (毎年 春 に 更新 ) が 


武 持 が 死亡 する 場合 、 城 に よる も の 、 野 
戦中 の 敗北 や 野戦 後 の 落 ち 武 者 狩り に よる も の な ど が あ 
る 。 イ ベン ト フ ェ イ ズ で 起こ る も の は 、 老 衰 や 病死 の 類 
だ 。 総 対 や っ て くる も の な の て 避け よう が な い 。 ち え 。 


謀反 は 、 重 臣 や 降伏 大 名 の 独立 や 寝返り 、 武 持 の 寝返り と 

いう 形 で 表わさ れる 。 な っ て し まっ た らし か た が な いけ ど 、 

な る 前 に 重臣 や 降伏 大 名 な ど > を ちょ くち ょ く チ 
ク し て 下がり 気味 だ っ た ら 手 を 打つ コト 。 そ れ よ 。 


(築い た 
立 か せ の イベ ン ト 捉 色 で ある 。 
が 起こ る と まる で 食べ 物 が な く な っ て 鱗 死 する 人 か 】 多 増 
し た そう だ 。 今 の 時 代 は 技術 が 発達 し て て よかっ た よね 。 


大 地 懇 、 ビ ピッ クア ー ス クエ イク で ある 。 こ れ が 発生 する 
と 、 地 震 が 起き た 国 の 商業 値 や 石 高 や 城 レ ベル 、 そ し て 
住民 感情 が 大 幅 に 下がっ て し まう の だ 。 地震 が 起き た 朋 
間 持 っ て いる コン トロ ー ラ を 叩き つけ そう な イベ ント だ 。 


金山 や 銀山 を 発見 する と 、 鉱 山 値 に 影響 が 出 て くる 。 も 
ちろ ん 、 鉱 山 が た く さん あれ ば 時 源 が 潤う の だ が 、 そ の 
反面 他国 に 狙わ れ や すい と いう 問題 も 出 て くる だ ろう 。 
まあ 、 金 に 困っ て 苦労 する の は イヤ だ けど ね え 。 う 一 を 。 


MMEGA-CD PRESS 


進み 、 住 民 感情 や 軍団 の 土気 な どの 各種 パラ メー 
タ が 変化 する 。 ま た 、 各 種 の イベ ント が 発生 する 
の だ 。 イ ベン ト は 19 種 類 程 用 意 さ れ 、 い い コ ト か 
ら 悪 い コ ト ま で ズラ リ と そろ っ て いる 。 何 が 起こ 
る か わか ら な いし 、 い くつ も イベ ント が 発生 する 
コト だ っ て ある ぞ 。 一 部 下 で 紹介 し よう 。 読 ん で ね 。 
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武 持 の 死亡 に より 大 名 に な れる 武 持 が いな く な 氏 持 の 死亡 の と き 、 大 名 が 死ん で し まっ た ら 家 で 

っ た ら 、 そ の 大 名 家 は そこ て で 終わり 。 い わ ゆ る 、 血 が 絶 で きる 取り を 見 つ 0 7 て 大 名 に させ る 。 この と き 、 作 
えて 減 亡 と いう ヤツ だ 。 そ の 大 名 家 で 竣 ん で いた ら ゲ ー 和 1 大 き な 影響 を 与え る の だ 。 
ム は そこ で 終わ り に な っ て し まう ぞ 。 い い コ ト な いよ ね 。 周囲 に M ? 体 化 さ せる チャ ンス / 


出 介 と は 、 忠 誠 ひ の 低い 武 持 が まう コト だ 。 秋 の 収穫 時 期 に 誰 も が 望む イベ ント 、 そ れ が 欄 作 で ある 。 
寝返り な どの 課 上 の 類 と は 違う 関し て だ け で 、 豊作 に な っ た エリ ア は 、 石 高 が アッ プ し 、 そ の 年 に 限 
重臣 に は 起こ と な い 。 ar な っ た ら さ ほ と 問 題 な 多く の 収入 が 入っ て くる の だ 秋 が 近く な っ た ら 、 豊 作 
い が 、 必 3 \ 将 で ks が あっ た ら 先 に 対処 せよ 。 に な る よう に と モニ ター へ 向かっ て 祈り を 捧げ よう 。 


半生 1 了 


E 民 感情 まで 下 が 
今年 は 台風 の 当り 年 だ っ た が 、 に な り 和義 山 


住民 感情 の 低い 国 で 、 武 持 の いな er この 武将 の いな い 城 ^ ~ る 。 こ の と き 、 そ の 城 は 一 

と き 、 そ の 城 は 一 挨 軍 の 持ち 城 に な っ て し まう 。 そ こ に の 持ち 城 に な り 、 K が 立て こも っ て し まう の だ 

一 挨 軍 が 立て こも っ て し まう か ら た も ちろ ん 、 発 生 す だ し 、 一 向 慰 が すでに 減 ぼ され て いる 場合 、 一 向 一 挨 は 
れい ば 石 高 は 下がる し 、 住 民 感情 も 下がる 。 や りき れん よ 。 生 し な い 。 結果 の ほう は 、 一 反 の と き と 同 じ で ある 


金山 や 銀山 が ら で し まう と 、、 ご 

き と 同 じ て 鉱 山 値 に 影響 が 出 て くる の だ 。 , 財源 を 失う コ 

ト に な る の だ か まい 1 ペン ド で は な い 。 そ れ ぐ らい は 立 4 
誰 だ っ て わか る よね 。 こ うな ら な いよ うに 祈る ん だ ね 。 られ る か 楽 と 呈 選 に 幅 が 利く し ね 、 これ は 


、 で な ワケ で サブ タイ トル は 英雄 た ちの 史 呼 一 に 決ま つた の だ 


 。 


ー 英 雄 た ちの 員 呈 


与え られ た ぞ 。 


天下 布 吉 英雄 た ちの 史 叶 一 
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と うと う 発 売 日 が 決定 し た 。12 月 25 日 だ 。 
年 末 ギ リ ギ リ の 発売 で ある 。 こ れ で 年 末年 始 
の 楽し み が で きた っ て も ん だ 。 あ あ 、 よ か っ た 。 
と いう コト は 、 こ の "天下 布 武 」 の 記事 は 発売 
直前 の 情報 っ て こと に な る 。 こ の 後に お よん 
で まだ シス テム 紹介 な ん て の を や っ て いる 場 
合 で は な い 。 こ こら で 、 ゲ ー ム か が 実際 に どう 
や っ て 流れ て いる の か を 知ら な いと 、 ち と マ 
ズ イ で し ょ 。 て な ワケ で 、 今 回 は 実際 に ゲー 
ム を 進め な が らい まま で 紹介 し て きた と ころ 
を 復習 し て いこ う 。 し っ か りつ いて こい 。 

燃え 盛る タイ トル 画面 が 現れ た ら シ ナリ オ 
を 選択 する 。 シ ナリ オ は 全部 で 4 つ 。 コ コ で 
は 、1555 年 か ら 始 まる シナ リオ 1 “群雄 割拠 ” 
を 選ん で みよ う 。 す る と 、 時 代 背 景 を 説明 す 
る ナレ ーション が 流れ る ぞ 。 う な ず き な が ら 
聞く と よい 。 そ し て 、 武 将 選択 画面 に な る 。 
群雄 割拠 の 名 の と お り 、 諸 国 乱立 状態 だ 。 と 
りあ え ず 天下 布 武 」 だ け に 尾張 の 織田 信長 で 
や っ て みる 。 上 杉 や 武田 の ほう が 楽 だ けど ね 。 


プ 
\ ノ 【 ィ 
1 
中 


デン 


: いい は ロ 伴 し k 
武将 を 選択 する と 、 こ の デー タ を 保存 する 
か を 選択 させ られ る 。 セ ー プ で きる の は 1 ター 
ン に 1 度 だ け 。 タ ー ン の 内 容 は 下 の 表 の と お 
り で ある 。 1 つの 季節 が 1 ター ン っ て ワケ ね 。 
と に か く セ ー プ を 選ん で ゲー ム を 始め よう 。 
まず は イベ ント フェ イズ 。 天災 か ら 人 災 ま 
で 多種 多彩 な イベ ント が 次 々 起こ っ て いく 。 
イベ ント の 種類 は 前 号 紹介 し た が 、 並 べ て 見 
る の と 、 ゲ ー ム の 流れ で 見 る の で は ワケ が 違 


へ 昌和 テツ マス 


@⑥GAME ARTS 


も 下 > 、 


ー 英 雄 た ちの 史 只 一 : 計 


う 。 ア ラ ア ラ と あわ て る 間もなく イベ ント フ 
ェ イ ズ が 経過 する 。 天 災 は 忘れ た 頃 に や っ て 
くる 、 て な 言葉 が ピッ タ シ く る ぞ 。 ち ょ っ と 
違う よう な 気 も する けど 、 ま あ 、 い いや 。 


NE 


まあ が ? こ こる 


ター ン 内 の 流れ は 左 の 
と お り 。 実際 自分 で 行動 
で きる の は 軍備 ・ 政 略 フ 
ェ イ ズ と 作戦 フェ イズ 、 
それ に 水軍 戦 ・ 野 戦 ・ 城 攻 
め フ ェ イ ズ の 3 つ で ある 。 
セー プ フ ェ イズ は 、 セ ー 
プ を する か し な いか 決め 
る だ け だ 。 と に か く 3 つ 
の フェ イズ を 学 握 せよ 。 


サク サク 進む ゲー ム 進 行 と 進撃 する 快感 を 
今 ま で シス テム 、 戦 闘 、 イ ベン ト な ど と 項目 ご と に 情報 を 紹介 
し て きた 。 今回 は 、 ゲ ー ム を し な が とら 発売 直前 の 実地 演習 だ . ノ 


軍備 ・ 政 略 フ ェ イ ズ な ご ど 
坦 能 し て み ま し ょ うつ か ね 


イベ ント フェ イズ が 終わ っ た ら 、 富 国 強 兵 
を 目指 す 軍備 ・ 政 略 フ ェ イ ズ の 始ま り だ 。 こ の 
フェ イズ で は 、 移動 、 軍備 、 内 政 、 調 略 、 外交 、 
人 事 、 そ し て 情報 。 さ ら に 、 ま た それ ぞ れ に 、 
いろ ん な 項目 が ある の だ 。 こ ん な に 膨大 な コ 
マン ド 群 が 用 意 さ れ て いる と 、 や る コト が か が 多 
すぎ て 、 困 っ て し まう ぐら い だ 。 

と りあ え ず 、 軍 備 を 強化 する の か 、 国 内 を 
豊か に し て 収入 を 増やす の か 。 国 の 方 針 を 決 
定 し よう 。 目標 を も た な いと 、 チ グ ハ グ な 国 
に な っ て 減 び る の も 早い ぞ 。 

この 頃 の 尾張 の 国 は 、 ま だ 信長 に よっ て 統 
一 され て いな い 。 国 内 統一 を 目指 す に は 、 軍 
備 を 整え る の が 一 番 だ 。 た だ し 、 周 囲 の 状況 
は 上 厳し い 。 北 方 は 斎藤 道 三 と 同盟 関係 に ある 
の で 安心 だ が 、 東 の 今川 義元 や 西 の 一 向 宗 は 
強敵 だ ぞ 。 手 始め は 、 城 の 普請 を し て 防御 に 
カ を 注い だ ほう うがい い 。 


し ゃ あな いわ ぶ 。 


き 装 2IvO . 通 潜 A き (( 憲 疾 Sh 
せま 肝 立 激 護 べき 6WO 人 な て 痛 田 人 癌 


た か が カー ソル され ご カ 


ウイ ンド ウ を 出さ な い メ イン 画面 は 、 
情報 の 宝庫 だ ぞ 。 一 番 上 の 国 の 状態 か ら 
軍団 状況 まで 数 字 で 表示 され て いる 情報 
が ある 。 そ の 他 に 城 名 の と ころ が 青 の と 
き は 、 雪 な ど で 通 行 で き な い 。 数字 の 情 
報 か ら 絵 の 情報 まで ……。 情 報社 会 の 申 
し 子 み た い だ ね 。 さ ら に 驚く の が 、 カ ー 
ソル に も 情報 が 詰まっ て いる コト だ 。 カ 

ー ソ ル が 青 の と き は 、 そ の 城 は 自分 の 持 
ち 城 だ 。 赤 の と き は 、 敵 の 城 、 縁 な ら 同 
盟 国 の 城 っ て コト に な る 。 や る ね 。 
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| 二天 。 玩 況 お 
却 身 定 士 定 し て いな い 

前 行 分 療 気 交代 た め 、 初 期 状 
5D 大会 の 2 は 高 

10 重臣 1910 5 1 2 く な い 。 し ょ 
う が な いけ と ど 。 


元々 尾張 の 兵 
は 土気 が 低い 
と 言わ れ て い 
る 。 そ れ は ど 
う や ら ホ ント 
の 話 ら し い 。 


濃 尾平 野 が ある た め 、 収 入 の 高い 尾張 。 他 の 国 で 始め た ら 
尾張 を 早め に 手中 に し た い 。 今後 の 展開 が 楽に な る も ん ね 。 


斉藤 道 三 と 同盟 を 組ん で いる の が 更衣 
唯一 の 友好 的 な 関係 か も し れ な い 。 


mm の Fo の の >ー ト ウー 
IS ニー 所 


な ん と 城 は 2 つ だ け 。 鳴海 城 が こ 
の 状態 で は ……。 那 古屋 城 頼 み 。 同じ スタ ー ト ライ ン に いる の に 国内 


を 平定 し て いる 大 名 も いる 。 ズ ルイ 。、 


ー ソ ル … 通 常 画 面 に も 情報 は 占 ま っ て いる ぞ 


や ら な けれ ば や られ る ぞ 


準備 を 整え 軍団 を 進め ろ 


城 の 普請 な ど で 強 固 な 守り を 築い た ら 、 今 
度 は 敵 の 城 に 攻め に 入ろう 。 作戦 フェ イズ で 
は 、 情 報 を 仕入れ た り 、 ど この 城 を 攻め る か 
選ん だ り で きる 。 ど この 城 を 攻め る か は 、 軍 
備 ・ 政 略 フェ イズ の と き に 決め て お か な いと 、 
軍団 移動 が で き な い か ら 気 を つけ る コト 。 

織田 信長 の 領域 か ら 一 番 弱 そう な 城 を 探し 
て みる 。 す る と 、 意 外 や 意外 、 今 川 義 元 の 勢 
カカ 下 に ある 水野 信 元 の 城 が 一 番手 ご ろ な の だ 。 
一 向 宗 の 勢力 下 に ある 長島 城 や 、 同 じ 織田 家 
で も 敵対 勢力 の 清洲 葉 よ り 弱 い ぞ 。 と に か く 
ター ゲッ ト は 決ま っ た 。 あ と は は 戦闘 に 向け て 、 
準備 する だ け だ 。 バ シッ と いこ う 。 

長島 城 に は 、 一 向 宗 の 


本 顕 寺 の 人 間 が いる 。 
と て も 手ごわい の だ 。、 連 


葬 薄 上 北 の 清 六 茂 に は 同じ 接 
4 に 2 間 田 家 で も 、 仲 の 悪い 夫 
sameE 玉 カ が ……、 こ れ も 族 い 


昌 汽 才 に 集結 
作戦 フェ イズ で 戦争 コマ ンド の 「 出 陣 」 を 選 
択 す る 。 あ と は 、 出 陣 さ せる 軍団 を 選択 し て 、 
どこ の 城 に 出陣 する か を 決め る だ け 。 も ちろ 
ん 出陣 で きる 軍団 は 、 1 つ で も いい し 、 複 数 
で も よい 。 最初 の ころ は 、 不 安 な の で な る ベ 
く 多 数 の 軍団 を 戦闘 に 参加 させ よう 。 


は 加護 へ りさ た 誠 汗 音 里 。 の 0w は 


沙 へ 淫 さ 旨 S 耳 笛 で の 当 尼 宮 
YUS(r 大 V く ロ 補 圧 へ へ) 党 38 


知 可 成 
s 池田 恒 興 14 
佐 欠 間 信 右 ' 13.13 


。 ポ の 流石 沖 区 AV 層 半 人 O 了 補 団 全 
AV 斗 の の IS き 常 補 団 局 の は 人 内 圧 


は きっ 湾 2wrrS そ でき ざ Y+ せ 旭 V 立 注 の 


これ が 尾張 の 回 近 錠 の よう 


な る べく な ら 、 も うち ょ っ と 国内 を 統一 し 
て か ら 今 川 義元 の 勢力 と 対戦 し た い 。 で も 、 
織田 信友 な ど と 戦う に は 、 ち と 心もとない 。 
時 間 が ほし いと ころ だ が 、 ゆ っ くり 富国 強兵 
策 を 行なっ て いる と 、 ペ ー ジ が な く な っ て し ま 
う の で ……。 と に か く 織 田 信長 自身 に 期待 す 
る し か な いみ た い だ 。 あ と は 任せ た っ て 感じ 。 


10005 
5 兵 数 


5 武将 数 
2 水車 ガ 0 全 


紀 学 肝 滞 寺 党 


4 の 中 生 江 定 翼 本 
較 S(i(c AS 避 ご き な は りき 放 交 装 香 


出陣 は 敵 の 城 が 隣接 し て な いと 、 
行なう コト は で き な い 。 タ ー ゲ ッ 
ト の 城 が 決ま っ た ら 、 そ の 隣 の 城 
に 軍団 を 集め な きゃ いけ な い の だ 。 蘭 肥 
軍備 ・ 政 略 フ ェ イ ズ の と き に 、 移 動 ra 
コマ ンド で 軍団 を 移動 させ て お こ に 

う 。 勢 力 が 弱い ころ は 、 空 き 城 を 
作ら な いよ うに し よう 。 み すみ す 
敵 ラ 勢力 に 取ら れ て し まう か ら ね 。 


空き 城 を 作る の は イヤ な の で 、 丹羽 
長秀 を 那 古屋 城 に お いて いこ う ね 。 
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織田 信長 の 力強い お 言 
葉 を 聞い て 出陣 し よう 


と りあ えす 野戦 で すね 


水軍 戦 ・ 野 戦 ・ 城 攻め フェ イズ で は 、 次 々 と 
いろ ん な 場所 で 戦い の 火 の 手 が 上 が る 。 自 分 
の 番 が くる まで じっと 眺め て いる と 、 戦 い に 
負け て 減 亡 し て し まう 大 名 も いる だ ろう 。 そ 


うな っ て は 元 も 子 も な い 。 で は 、 水 野 信 元 を 
征伐 し て や ろう 。 勝ち どき を あげ よ AMe 


ty 


イベ ント 、 軍 備 と 政略 、 作 戦 、 
戦闘 、 こ ん な 感じ で ター ン が 終わ 
り 、 季 節 が 過ぎ て いく 。 わ り と 急 
き 足 で ゲー ム を 進め て きた の だ が 、 
も ちろ ん ホン ト の 繊 田 信長 は こん 
な ぶ ふ ぶ が いな い コ ト は な い 。 天下 を 
治め ん と し た 人 物 な ん だ か ら 、 当 
た り 前 と いえ ば 当たり 前 だ が ……。 

1555 年 、 織 田 信長 は 尾張 平定 に 
向け て 着 々 と 地盤 固め を し て いた 。 
叔父 の 織田 信光 と 呼応 し て 、 清 洲 
城 の 織田 信友 を 亡き 者 に する 。 そ 


の 半年 後 、 信 光 も 亡くな り 、 尾 張 
の ほとん ど が 信長 の も の と な っ た 。 
その 後 、 同 盟 関係 に あっ た 斎藤 道 
三 が 子 の 斎藤 義 竜 に 長良 川 の 戦い 


で 敗れ る 。 信長 の まわ り は すべ て 


敵対 勢力 に な っ て し まう 。 

そし て 、1556 年 に 織田 信広 が 、 
翌年 に 織田 信行 が 続々 と 謀反 を 起 
こし た 。 だ が 、 信 長 は この 難問 を 
すべ て クリ ア し 、 尾 張 を 我 が 物 と 
する の だ っ た 。 そ し て 今川 義元 が 
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武将 を 引き 抜く べし / 


武 持 を 増 や めす に は どう し た ら よ いか ? 
登場 し て く れる の を 待つ の は 待ち きれ な 
い 人 に は 、 敵 の 武将 を 引 き 抜い て し まう 
の が 手 っ と り 早 い 方 法 だ ろう 。 能力 が 高 

詳 IK| て 忠誠 > の 低い 武将 を 探す 。 逆 に 、 引 
き 抜き を 命 ずる の は 忠誠 心 が 高い 武将 に 。 
ミイ ラ 取 り 人 MAA うに ね 。 
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天下 布 直 


ゲー ム ア ー ツ グ ノ 発 売 中 プ 7,800 円 プ S LG プ CD-ROM 


シナ リオ が 4 つも ある と 、 ど れ か ら 遊 ん だ 
らい い の か 迷う 。 と りあ え ず 、 最初 の 群雄 割 
拠 " を や っ て みた けど 、 ち ょ っ と 難し すぎ る 。 
そん な 声 が 少な く な い 。 “群雄 割拠 "は 他 の シ 
ナリ オ に 比べ る と 、 国 の 数 も 多く 、 ほ と ん ど 
が 紅 小 勢力 で ある 。 し か も 、 突 出し て 強い 大 
名 家 が いる わけ で は な い の で 、 シ ミュ レー シ 
ョ ン 上 級 者 向け の シナ リオ な の だ 。 慣 れ な い 
うち は 、^ 天 下 布 武 " の 織田 信長 で や っ た り 、 
し も う 。 


「 天 下 布 武 」 の ゲー ム 進 行 の コツ は 、 知 行 の 


コマ ンド を 理解 する コト だ 。 知行 を 配下 の 重 
臣 や 武 持 に 振り 分 け て 、 忠 誠心 を アッ プ さ せ 、 
所 有 で きる 軍団 の 規模 (徴兵 で 雇 える 兵 の 数 ) 
を 拡大 し て いく 。 従来 の 戦国 シミ ュ レ ー シ ョ 
ン だ と 、 ゲ ー ム 開始 直後 に 徴兵 し て 、 軍 事 能 
力 の 高い 武将 を 強大 に し て いけ ば よかっ た 。 
し か し 、「 天 下 布 武 」 で は 1 に も 2 に も 知行 コ 
マン ド な の だ 。 た だ し 、 大 名 の 直 韓 領 が 少な 
けれ ば 知行 を 与え る どこ ろ で は な い 。 こ の 場 
合 は 、 と っ と と 周囲 の 弱小 勢力 を 取り こん で 
領地 を 増やす 。 も し く は 、 1 国 を 支配 し て い 
れ ば 内 政 コ マン ド の 治水 開 租 で 石 高 を アッ プ 
させ よう 。 こ れ で 直轄 領 は 増え る ハズ だ 。 
大 名 の 直轄 領 は 20 万 石 あ れ ば よい 。 こ れ で 
兵 の 数 は 最高 値 の 40 に な る だ ろう 。 残 っ た 直 
轄 領 を 武 持 へ の 恩賞 、 ま た は 能力 の 高い 武将 


ー が あれ ば 、 も う 見 ) 


⑥GAME ARTS 


ー 英 雄 た ちの 申 叶 一 


へ の 先行 投資 と し て 使う の だ 。 だ か ら 、 季 節 


道 を 杉 め る の な ら " 否 雄 割 的 "を や る し か な い 
至難 極まる ` 閉 大 換 / シ ナリ オ は 、 戦 国 シ ミュ レー ショ ン 野 郎 以外 に 
は 遠 され が ち だ 。 最 初 の と っ か か り を 教え る の で 、 ぜ ひ 遊 ん で みろ 。 


を 


1555 年 
、1575 生 


まし 1 史 し 1!/ ユ 


が すぎ て 、 軍 備 ・ 政 略 フ ェ イ ズ が や っ て きた ら 
まず は 知行 の 値 を チェ ッ ク し よう 。 浮 いて い 
る 直轄 領 が あれ ば 、 即 刻 有 能 な 重臣 に 与え る 。 
いつ も 考え て いな けれ ば な ら な い コ ト は 、 こ 

の くら いか な ? で は 、 が ん ば っ て くら は い 。 


宴 返 めで ざ も 。 


だ * ョ シン 


城 は 一 発 変換 だ 。 ド 


山城 に 移動 させ て 


国 五 商 銃 鉱 支城 : 田 | 春 日 山城 城 状況 2 団 
高 業 治 山 配 数 名 、 知 身 忠 士 動 武 志 お く 。 

円 
愉 き 175 343 1 由 山 き 地味 7。 8191111 | 5 較 な っ た と 

開 促 488 落 諾 SR 
| 芝 前 )5 4 朝 宮 合 全 > 

| 締 名 64 区 計 馬 の 
和 綱 近 ) 5 = クジ N 

山 財 Ao 14 3 泥 な きき き 春日 山城 の 重 勢 は 
mu コー 海津 城 へ 。 春日 山 
上 杉 家 は 最初 か ら 越 後 を 支配 し て いる の で 、 城 を 空き 城 に する と 、 魚 津 城 の 椎名 家 が 攻め 


まず は 春日 山城 に いる 本 庄 実 乃 に 治水 開 吾 を 
行なわ せる 。 金額 は と りあ え ず 1500 金 程度 。 
これ で 越後 は 40 万 石 に な る だ ろう 。 じ ゃ あ 次 
は 知行 分 け 、 と いき た いと ころ だ が 上 杉 謙 信 
に た くさ ん の 兵 を 持た せ た ほ う が や りや すい 。 
徴兵 を し て 、 あ り っ た け の 兵 を 謙信 に 補充 し 
て や る 。 それ が 終わ っ た ら 敵 国 に 接し て いる 
栃尾 城 に 移動 し よ う 。 新 発 田城 や 天神 山城 に 
すべ て 春日 


o 
こさ 


て くる だ ろう 。 し か し 、 春 日 山城 は レベ ル 42。 
し ば らく は 大 丈夫 だ 。 ヘ タ に 一 服 し て る と 、 
確実 に 沼田 家 や 高梨 家 は 確実 に 攻め て くる 。 
先手 必勝 だ 。 

た ま に 、 高 梨 家 が 降伏 し て くる 場合 が ある 
だ ろう 。 そ の と き は 笑顔 で 迎え 入れ て あげ よう 。 


年 | 軍 | 政 
126| 25 


そし て 、 相 模 国 に 


石 商 先 払 支城 コ 議 : 。 | 示 人 P 落下 SA 
国書 抹 治 必 - 間 | 寺 軸 証 琴 牛 旧い 部 隊 を 江戸 城 
5 相 接 拓 季 合馬 全 8 上 _ に 
計っ 時 
生 滞 220 328ー 小田 原 革 68 2 18 3 相 失 八 王 チ 城 は 1 軍団 
尾 基 395s 21 7 一 LU IERERERL 1 Si 
| の 44D5 ー 26 2 19 2 相模 ます いれ ば よい 。 連 よ 
講 300511397 鐘 須 く 成 田 長 奉 が 究 返 
mAOD5 14 35.27。 漏 : 


西 に 今川 家 、 北 に 武田 家 が 配置 され て いる 
が 、 い ずれ も 同盟 関係 に ある 。 北 条 家 は 上 洛 
を 急ぐ コト は な い 。 ま ず は 関東 統一 が 目標 だ 。 
その 野望 に 立ち ふさ が る の は 、 山 内 上 杉 家 や 
扇谷 上 杉 家 だ 。 佐 竹 家 も 強い が 、 隣 接し て な 
いた め 、 す ぐに 相手 を する 必要 は な い 。 最 初 
に や る べき コト は 、 江 戸 城 と 八王子 城 を 強化 
する コト だ 。 レ ベル は 15 以 上 は な いと ツラ イ 。 


っ て くる と き が あ 
る 。 そ うな っ た ら 、 八 王子 城 に は 実質 2 人 の 
武 持 が いる コト に な る か ら だ 。 
作戦 フェ イズ に な っ た ら 江 戸 城 に いる 部 隊 
の ほとん ど を 河越 城 に 向かわ せる 。 扇谷 上 杉 
家 を 粉 許 し て し まえ ば 、 敵 は 山内 上 杉 家 だ け 。 
沼田 家 や 小田 家 と は 友好 関係 に ある の で 、 そ 
れ を うま く 利 用 し て 関東 統一 を 成 し と げ よう 。 
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| な な だ に に に 】 


南 の 列強 と は 同盟 関係 に ある 武田 家 。 進路 
は 上 洛 か 、 関 東 統一 の いずれ か だ 。 上 洛 は 一 
本 道 で た や すい が 、 背 後 を 突 か れる の が 心配 
だ 。 高 遠 城 の 木曽 義昌 に 降伏 勧告 を し て 、 断 
られ た ら 攻 めこ も う 。 高 遠 城 を 手中 に し た ら 、 
山内 上 杉 家 の 箕輪 城 に 勢力 を 向け る だ け だ 。 

し か し 、 そ の 前 に や る コト が ある 。 甲 斐 で 
治水 開 租 を し て 直轄 領 を 増やす の だ 。 武田 信 
玄 や 武田 信 役 に や ら せ る の は 、 戦 闘 時 に 導 く 。 
内 政 値 は それ ほど と 高く な い が 、 容 山 信友 に で 
も や ら せ よ う 。 そ し て 、 各 武将 に 知行 分 け を 
する の だ 。 こ れ を や っ て 上 忠義 を 上 げ て お か な 
いと 、 パ スパ ス 補 返 りさ れる ぞ 。 と くに 飯富 
虎 昌 や 穴 山 信 友 は 危な い 。 ゲ ー ム を 始め た ば 


直 田 人 内 形 - 覧 


只 半 園 返ら れ た ら 、 思 わ 


軍 武 : 国 | 
還 時 記 すず リ セッ ト ボ タン 
園 に 手 が 伸 びる だ ろ 
PL う 。 不可 抗力 だ け 
ど 納 得 い か な いも 
BSH 回 還 還 ん な 。 も っ と も 、 


プレ イ し た の は 開発 バー ジョ ン だ けど 。 

ま 、 悪 い コ ト ば か り 起 こる ワケ で は な い 。 
早い ター ン で 武田 信 兼 が 元 服 し て くる し 、 山 
県 昌 景 が 仕官 に くる 。 武 将 に は 不 自由 し な い 
ぞ 。 軍 団 を 上 田城 と 小諸 城 に 集結 させ よう 。 
めざす は 、 高 遠 城 だ 。 北 の 高梨 家 も 気 に な る 
が 、 攻 め 落 と し て 早期 の うち に 上 杉 謙信 と 一 
戦 交 える の は ちょ っ と 度胸 が な い 。 高 遠 城 を 
我 が 物 に し て か ら 考 えよ う 。 石 橋 は 叩い て 渡れ 。 

高速 城 攻 め は 、 武 田 信玄 と 武田 信繁 の 軍団 
に や ら せ よ う 。 城 レ ベル が 高い の で 無茶 を し 
な いで 、 じ っ くり 兵糧 攻め を 選び た い 。 落ち 
る の も 時 間 の 問題 と いう も の だ 。 

西 へ の 拠点 は 高遠 城 だ が 、 今 度 は 東 。 山 内 
上 杉 家 の 箕輪 城 を 落と し た い 。 高遠 城 に は 穴 
山 信 友 で も 置い て 、 守 り を 強化 する 。 坊 田 信 
玄 と 武田 信繁 の 軍団 を また 使っ て 山内 上 杉 討 
伐 を 行 お う 。 こ れ が 成功 すれ ば 、 上 杉 謙 信 と 
戦う な り 、 北 関東 統一 を めざす な り 自 由 に 行 
動 で きる だ ろう 。 怖 い の は 寝返り だ け だ 。 


細 頼も う 。 何 は と も 


= 
| | 日 本 52? 国 国 - 覧 。 li | 
賠 石 に 商 銃 鉱 - 支 - 城 あれ 尾張 国 を 統一 
脱 田 記 業 治山 配 数 
開 尾張 395 21 47 一 混在 馬 全 基 し な けれ ば 話 に な 
DG aw 2 在 レス ま 】 | 
20 5 659 名 画 日 畑 ら な い 。 第 一 歩 と 
和信 前 3656 11 37 32 況 在 馬 号 和 | Se 、 
| 隊 信介 議 呆 Ao 
| レニ ーーーー3 ラー 
| 直 由 1455 8 3414 湯 を きき 上 田 信行 の 配下 、 柴 


織田 信長 で 遊ぶ と き は 時 間 と の 戦い に な る 。 
今川 家 が 上 洛 す る 前 に 尾張 を 統一 し な けれ ば 
な ら な い 。 頼り は 岡崎 城 の 一 向 宗門 徒 と 斎藤 
道 三 だ け 。 一 向 宗 を 今川 家 へ の 防波堤 に し よ 


DD 還 間 還 本 細田 勝家 を 寝 返 ら せ 
よう 。 織田 信 長 自ら 出向 いて 、 知 行 を 1 万 5 
千石 ほど 与え る の だ 。 柴 田 勝 家 は ホイ ホイ と 
配下 に な っ て くれ る ぞ 。 そ し て 、 森 可 成 を 那 
古屋 城 に も ちっ て くる 。 織田 信長 と と も に 小牧 
山城 を 落と す の だ 。 清 洲 茂 より 弱く 、 織 田 信 
広 も 歴戦 の 猛者 で は な い の で 、 た や すく 落と 
せる だ ろう 。 問 題 は 織田 信行 の ほう だ 。 あ る 
程度 攻め こむ と 、 斉 藤 家 に 臣従 し て し まい 、 
清洲 茂 を 攻め 込む コト が で き な く な る 。 た め 
ら わ ず 、 一 気 に 攻め ろ 。 あ と は 勢力 を 鳴海 城 
に 集め て 今川 家 と の 戦い に 臨む 。 ツ ライ ぞ 。 


て 、 行 動 可能 な 軍 


川 家 。 北 と 東 は 安全 だ し 、 徳 川 家 を 屈 伏 させ 
て 配下 に お さめ て いる 。 軍団 数 は 9 個 と 、 こ 
の シナ リオ で は 最大 の 軍団 を 所 有 し て いる ぞ 。 
今川 義元 は 、 一 番 有 利 に 進め られ る 大 名 と い 
える だ ろう 。 戦国 シミ ュ レ ーション は 初心 者 
だ が 、 ど うし て も “群雄 割拠 ? の シナ リオ を や 
り た い 人 向け だ 。 左 うち わ 状 態 だ も ん な 。 
まず は 今川 義元 自ら 治水 開 吾 を 行う 。 今川 
義元 の 軍事 能力 は さほど 高く な い の で 、 前 
線 に も っ て 行く 必要 は な い 。 富 国屋 と し て 使 
う の が ベス ト だ ろう 。 直 轄 領 を 増やし た ら 知 
行 分 け だ 。 軍 事 能力 に 長け て いる 太原 雪 斎 に 
た っ ぷり 施し て 、 ガ ッ ポ ボリ 徴兵 し ょ う 。 そ し 


3 oder 9 


| 杭 商 間 の 戦い 午前 6 時 


| 日 522 国 国 - 覧 


上 ES | 団 は すべ て 長篠 城 
| = | へ 移動 させ る 。 目 
翌 ー 部 | 標 は 岡崎 城 の 杯 
| ー 和 | | 寺 勢 力 だ 。 攻 めこ 
1 議 32 8 較 じ コ ト が で きる の 


SN 還 は この 城 だ け 。 気 


合 を 入れ て 攻め まし ょ う 。 戦闘 する 軍団 は 2 


個 の 兵 数 を 所 有する も の だ け に し て 、 あ と は 


遊軍 と し て 残し て お く と よい 。 一 向 宗門 徒 は 、 


士気 が 高い けど 軍団 は 1 つ 。 囲ん で タコ 殴り 
に し て や ろう 。 こ れ で 岡崎 城 は 手中 に 入る 。 
次 は 刈谷 城 の 水野 信 元 。 で きる こと な ら 降 
伏 さ せ た い 。 無視 し て 織田 家 を 潰し に 行っ て 
も いい の だ が 、 捨 て 駒 と し て 使い た い の だ 。 
鳴海 城 に 全 勢 力 を 移動 させ つつ 、 今 川 義 元 を 
使っ て 届 伏 させ よ う 。 織 田家 を 打ち 破れ ば 、 
あと は 上 洛 あ る の み 。 快 進撃 を 続け よう 。 


2 川本 NN LAS| 
知 武 


SG 


て 、 軍 事 能力 の 高 


国 石 責 肝 鉱 球 


の 所 有数 は 2 つと 少な め だ が 、 越 前 国 を 支配 
し て いる 。 そ れ に 、 北 近江 の 浅井 家 と は 同盟 
関係 に ある の で 、 不 利 な 状況 で は な い 。 ま ず 
は 、 河 合 吉 統 を 使っ て 治水 開 租 を する 。 そ し 


い 武 持 に 知行 を 与 
えて 徴兵 する 。 こ 
れ で 準備 万 端 だ 。 
北 庄 城 に いる 3 軍 
団 は 大 聖 寺 城 へ 。 
小浜 城 の 3 軍団 は 
べ て 雪が 降る 冬 ま 
で に 行動 し た い 。 幸 運 に も 双方 と も 弱小 勢力 
だ 。 必 ず す ぐに 落ち る だ ろう 。 北 庄 城 を 我 が 
物 に する と 、 金 沢 城 の 一 向 宗門 徒 が ちょ っ か 
い を 出し て くる 。 城 レベ ル を 上 げ る な ど し て 
対処 し た い 。 潰し に いっ て も か まわ な い が 、 
雪 で 移動 で き な く な る と 非常 に 悲し い 。 注 意 。 
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笛 写 EEN csss 識 く る だ ろう 。 


| た びに 嫌気 が 出 て 


計 60 万 石 を 所 有する 三好 長慶 。 軍 


3 カ国 、 
団 数 も 7 つも っ て いる し 、 


今川 義元 ほど 楽 な 状況 で は な い 。 四 方 を 敵 に 


囲ま れ 、 所 有 し て いる 城 も 4 つと 少な い の だ 。 


さら に 巨大 な 要塞 、 本 願 寺 の 総本山 で ある 石 
Reo 巨大 な 建物 を 見 る 


水軍 も ある の だ が 、 


久 団 士 将 軸 aa 
1 95 疫 目 と orc 
_ 12 1 14 1 四 波 関 0 
NII 知行 分 け を 行なう 。 
三好 長慶 に は 20 万 


石 残れ ば よい 。 あ 
と は すべ て 振り 分 け 、 徴 兵 し て 兵力 の 増強 を 
計る 。 方 針 と し て は 、 堺 城 を 防波堤 に し て 、 
四国 統一 を 狙う 。 こ れ し か な い だ ろ う 。 本州 
に 隣接 する 城 は すべ て レベ ル を 上 げ る コト 。 
と くに 毛利 家 の 城 と 隣接 する 城 を 重点 に 行え 。 
水軍 力も 上 げ て お か な けれ ば な ら な い 。 や る 
コト は 多い が 、 軌道 に さえ 乗れ ば 余裕 だ 。 


徴兵 で ガッ ポリ 兵 
を 与え る 。 


2 
の 居 全 を 示 計 の | 説 


に 
ここ すさ ネー て ネー ニャ キマ ホ 
所 


中 国 地方 は リコ ソコ 実力 を も っ た 大 名 が そ 
ろ っ て いる 。 長門 国 の 陶 晴 賢 と 出雲 国 の 尼子 
晴久 、 そ れ に 安芸 国 の 毛利 元 就 。 毛利 元 就 で 
遊ぶ と き は 、 い き な り 残り の 2 人 と 戦わ な け 
れ ば な ら な い 。 伊予 国 の 河野 海岸 と 美作 国 の 
三村 家 親 と は 同盟 関係 に ある た め 、 領 地 を 広 
ば げ る に は 、 討 っ て 出 な けれ ば いけ な い ワ ケ 。 
これ は けっ こう ツラ イ ぞ 。 双 方 と も 兵 の 数 は 
多い し 、 城 レベ ル も 高い 。 さ あ 、 ど うす る ? 


まず は 、 兵 を 増やす た め に 治水 開 青 を し て 
直轄 領 を 増やす 。 政治 値 の 高い 毛利 元 就 に や 
ら せ よ う 。 そ し て 、 知 行 分 け だ 。 軍事 能 力 の 
(ee2MMcaaebADSudh (Ga 


ぶり 施し て 、 


作戦 フェ イズ に 
な っ た ら 草 津 城 の 
3 軍団 で 亀尾 城 を 
彫 攻め る 。 問 題 は 郡 
題 調 山城 の 軍勢 だ 。 陶 


家 を 狙う か 尼子 家 を 狙う か 最後 まで 悩 む が 、 


全力 で 陶 家 を 叩き 潰し て お いた ほう が 、 今後 
の 戦略 も 立て や すい 。 郡 山城 の 4 軍団 は 小石 
見 城 に 向かわ せよ う 。 あ と は 運 を 天 に 託す 。 
重 尾 城 は 1 ター ン で 落と せる が 、 小 石見 城 
は 犠牲 を お さえ よう と する と 2 ター ン 必 要 か 
も し れ な い 。 ま あ 、 し ょ う が な いと いう コト 
で 我慢 し よう 。 重 尾 城 攻 め の 軍 団 を 立て 直し 
今度 は 勝山 城 攻 め の 準備 と を する 。 陶 家 を 減 亡 
させ る の だ 。 兵 も 弱体 化し て いる の で 、 た や 
すく 勝利 を も の に で きる だ ろう 。 が ん ば れ 。 
残る は 尼子 晴久 の み 。 尼 子 晴久 自身 は それ 
ほど 強く な い 。 月 山 富田 城 の レベ ル が 高い だ 
け だ 。 こ の 数 字 を 見 て し まう と 、 思 わ ず 九 州 
に 攻め こみ た く な る 。 し か し 、 当 面 の 目標 は 
中 国 地方 の 統一 だ 。 九 州 の 本 は 、 圧 倒 的 な 強 
さ を 誇 る 毛利 水軍 で 食い 止め よう 。 勝 山城 と 
介 尾 城 に 1 つ ず つ 軍 団 を 置き 、 残 りす べ て で 
尼子 家 を 潰し に いこ う 。 こ れ て で 完璧 だ ぞ 。 


| 較 人 


大 > 
まっ | 


遇 


十 
気 
6 
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九州 の 大 国 と し て 知ら れる 島津 家 も 、 こ の 
シナ リ MKSAASMoke0 所 有 石 高 も 


吾 | 彼 々 た る も の で 、 
| ツラ イ 戦い を 強い 
られ る だ ろう 。 し 
加 か し 、 英 出さ れる 
人 材 は 有 能 な ヤツ 
ば か り だ 。 耐え て 
| 耐え て 耐え まく っ 
て いれ ば 、 い つか は 栄光 の 日 が や っ て くる の 
は 間違い な い 。 待 て ば 海路 の 日 和 あ り だ 。 
武将 仕官 で 伊集院 忠 倉 が や っ て くる 。 拝む 
よう に 受け 入れ 、 さ っ そく 攻め る 準備 を し よ 
う 。 島 津 貴久 と 島津 忠 持 の 軍団 で 蒲生 城 の 竣 
刈 家 を 攻め る 。 ま ず は 薩摩 国 を 統一 し よう っ 
て 寸法 だ 。 2 ター ン 内 に は 行ない た い 。 
晴れ て 薩摩 国 を 統一 し た ら 、 と に か く 治 水 


豊 と 伊東 義 祐 と 同盟 関係 に ある の で 、 九 州 統 
ーー は た や すい だ ろう 。 問題 は 、 九 州 に ちょ っ 
か い を 出し て くる 陶 晴 賢 だ 。 初 め の タ ー ン で 
すぐ に 中 津 城 を 落と さん と し て くる 。 陶 晴臣 
を 打ち 破る の が 序盤 の 課題 だ 。 と に か く 戦 力 


に つ 3 


戦闘 は オー ソ ド ッ クス な HEX 戦 だ 。 た だ し 


いく 《 つ 動か せる か 不 確 定 。 戦国 の 一 寸 先 は 間 
で ある 戦闘 を 再現 し て いる ぞ 。 し か し 、 そ の 
閣 に 自分 が 入り こん で は いけ な い 。 戦闘 は 情 
報 が 命 。 ま ず 相 手 の 数 と 強 さ を 確認 する 。 そ 
し で 、 自分 の 有利 な 地形 に 誘い 込ん で 倒す 。 
これ が 基本 的 な 戦闘 の 方 法 だ 。 地 形 効果 の 利 


九州 の 多才 大 友 索 計 。 同じ 九州 で 阿 共 


交互 に 自分 の ユニ ッ ト を 操作 する の で は な く 、 


陣 RI 還 還 上 昌 昌 を 搾 えな けれ ば な 
NRNN ONSRNURIRN 半 較 らい 
10 = 難 謀 | 串 3 久 団 土 料 国 まず は 、 大 友 宗 
fs1MDE35*316 秋 衣 : 革 Oo | 麟 に 徴兵 を 行なう 。 
二 首 68 征 結 上 で rm 
上 生 11D5 11 8 一 注 人 きき | に 知行 分 け を し て 、 
RNN 22hr_ 12 42 OF 白 H 名 名 欠 | これ も 徴兵 させ る 。 


府内 城 に いる 残り の 3 軍団 を 臼杵 城 へ 送る 。 
昨 杵 城 に いる 2 軍団 は 、 土 持 親 成 討伐 へ 向 か 
わせ よう 。 最初 の ター ン は それ で 終了 。 次 は 、 
治水 開 表 を 行なっ て 大 友 宗 麟 と 立花 道 婁 の 兵 
力 を 上 げ る 。 中津 城 に や っ て きた 陶 晴 賢 を 対 
つの だ 。 そ の まま 中 国 地方 に 上 陸 す る の も 自 
由 だ が 、 九 州 統一 し て か ら の ほう が いい か も 
し れ な い 。 


向上 


ls | 孔 s 了 | 


用 っ て ヤツ よ 。 そ し て 、 兵 の 少な い ユ ニッ ト 
の 利用 方 法 だ 。 能力 が 低く て も 、 数 が 少な く 

て も 1 つの ユニ ッ ト に は 変わ ら な い 。 戦 お う 
と し な いで 、 相 手 を 包囲 する よう に 行動 し よ 
う 。 包囲 効 果 で 有利 に 進め よう と いう 作戦 だ 。 
能力 が 低い か ら っ て 門前 払い する より 、 雇 っ 
て 捨て 駒 と し て 使う 。 大 人 の 戦法 で す な 。 ズ 
ルイ けど 、 勝 つた め に は 何で も や ろう 。 
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間 議 識 ほ 間 時 
回 EMI 還 相 E 題 回 
開 加 だ 。 直 夫 領 を 増やし て 兵 の 数 を 増やさ な 
けれ ば な ら な い 。 そ れ が 急務 だ 。 そ し て 、 次 
な る 目標 は 南 九州 統一 。 ひ と つの ター ン で ひ 
と つの 城 を 攻め る 。 じ っ くり いき まし ょ う 。 
来 た る 大 友 家 と の 決戦 に 備え て ね 。 ほ ん と 。 


2 上 FT 


囲ん で バシ シ 、 高 f 
と 誤 わ れ て いる よ 
包囲 効果 の 威力 は 抜 


ー ド に エン ディ ング は すべ て 見 まし た か ? 
天下 布 武 一 英雄 た ちの 史 叶 一 遊ぶ た びに いつ も バッ ド エ ン ディ ング を 見 て いる 人 は いる か な ? 減 


ん だ 経験 を 明日 の 査 と し て 全国 統一 の 夢 を 追い 続け よう う 。 が ん ば れ 。 


ゲー ム ア ー ツ グン 発売 中 7.800 円 プ SLGZCD-ROM 


ー タ の 保存 どき を 


間違え な いよ うに せよ 
シミ ュ レー ショ ン ゲー ム を た し な むと き 、 泊 R 殺 。 和 お の "gi [ 
6 妖 田 信雄 05 
いつ いく わけ で は な い 。 ボ タン > 光 3 テ 衣 有 2 613[ LU36 
も うま く け で は な タン を 押 破 騰 光 _ 81633|7 兵 63 


し 間違え た と き や 、 不 慮 の 事故 で 大 切な 武将 
が 強 死 し て し まっ た と き な ど ……。 そ ん な と 
き 、 ど うし て も や り 直 し た く な る 。 と は いっ 
て も 最初 か ら や り 直 す 気 に は な れ な い 。 や は 
り 、 ち ょ くち ょ く セ ー プ し て 、 そ の セー プ し 


ーー さ ニ の の の の の る の に 還 
た 時 点 に 戻っ て や り 直 す の が 普通 っ て も ん だ 。 や セーフ が 1 つ だ けっ て の は 列 計 区 探 尋 "内 歳 パ ツク アッ プ RAM 
「 天 下 布 武 」 の 場合 、 い つも セー プ で きる わけ 「 天 下 布 武 J の デー タ を MEGA-CD 内 に セー ブ で 大 EE 5E 癌 1 
で は な い 。 季節 の 初め 、 イ ベン ト フ ェ イ ズ の きる の は 1 つ だ け だ 。 NN 1 つ 重 要 | 
前 で ある 。 セ ー プ フェ イズ が くる た びに セー な デー タ を セー プ し て し まう と 、 あ と は 何 も で 環 AE ELTE コ PELETE (gsiT 
プ し で て いる と 、 そ の ター ン で 失敗 し た と き は き な く な っ て し まう 。 も うち ょ っ と 選択 の 余地 ーー ーー ニー 
、 - が ほし いと ころ だ 、 し か し 、 9 記 点 | 空き プロ ッ ク が iD り ま せん 。 

問題 な い 。 し か し 、 場 合 に よっ て は 1 年 前 に に 。 し か し 、 膨 大 な が ゲーム の デ | 用 可 な い デ ー タ を 消去 し て 100Mlcks 
戻ら な いと どう し よう も な いと き が ある 。 や 了 明 MMNN と か も し れ な 生還 RS 
ば いな 、 と 思っ た ら セ ー プ し な い の も 1 つの \。 や は り バ ッ ク ア ッ プ RAM カ ー ト リッ ジ が = 
手 で は ある な 。 各自 考え よう 。 由利 頼む よ 。 


相模 *・ 哉 蔵 国 


コレ ッ = 
北 柔 氏康 

小田 原 城 と いう 巨大 な 城 を 
て も つっ 北条 家 。 し か し 、 今 川 家 
と 武田 家 と の 三国 同盟 を 締結 し で いる た 
め 、 序 盤 で は た だ の 城 と 変わ ら な い 。 序 
盤 で 重要 な の は 江戸 城 だ 。 こ こ に 戦力 を 
集結 し 、 扇 谷 上 杉 家 の 八王子 城 を 狙う 。 
山内 上 杉 家 は 武田 信玄 に まかせ て 、 扇谷 
上 杉 憲 候 を 潰す 。 そ う 、 河 越 城 ま で 手中 
に 収め る の だ 。 た だ し 、 手 広く いか ず に 
1 つ 1 つ っ 城 を 落と し て 勢力 を 広げ よう 。 
河越 城 を モノ に する と 、 沼 田城 を 手中 に 
し た 上 杉 謙信 と 対 計 する 。 層 小 勢力 を ま 
と め つ つ 。 全 面 対決 を 避け る こと 。 関東 
統一 が 最初 の 使命 な の だ 。 精進 せよ 。 


前 号 で ^ 群 雄 割 拠 ? の 楽し みか た を 紹介 し た 。 
し か し 、 開 発 バ ー ジ ョ ン で プレ イ し た た め 
製品 版 と は 若干 違う も の に な っ て し まっ た 。 
も うし わけ な い 。 ス マン よ 。 て な わけ で 、 今 
回 は その 補足 を する こと に し よう 。 

有力 どこ ろば か り で 、 こ れ な ら 全 国 統一 も 
成 し と げ ら れ そ うだ 。 こ の 10 名 の 大 名 で 統一 
し た ら 、 今度 は も っ と 弱小 勢力 で 遊ん で みよ 
う 。 降伏 大 名 の 光 し さ を 知る の も いい か も ね 。 


鍛 田 信長 ge0jf 
軍団 数 5 武将 数 5 兵 数 32 
持ち 城 数 2 氷 軍 力 0 金 3500 


EEEEHHEEHEEOI 


問 


加 | 宮永 0 重臣 14 14 21 


@⑥GAME ARTS 


| 外交 ・ 調 略 コ マン ド の 
使い どき を 知っ て お け 


他国 を すべ て 攻め 減 ぽ せ ば 、 全 国 統 一 で き 
る 。 当 り 前 と いえ ば 当り 前 だ が 、 そ れ で は 労 
力 が デカ すぎ る だ ろう 。 利 用 で きる も の は な 
ん で も 利用 し 、 有 弱 小 勢 力 は 戦わ ず し て 屈 伏 さ 
せる 。 こ の 繰り 返し で 全国 統一 を めざし た ほぼ 
う が 、 楽 に 達成 で きる ハズ だ 。 外交 や 調 略 コ 
マン ド を 駆使 し て 、 気 軽 に いき まし ょ う 。 

調 略 コマ ンド で は 、 寝 返り を 使っ て 敵 の 武 
将 の 勢力 を 削減 させ る 。 外 交 コ マン ド の 進物 
と 同盟 で 強力 な 大 名 と 結託 する 。 人 脅迫 を 使っ 
て 和 訪 小 大 名 を 傘下 に 収め る 。 こ の 繰り 返し だ 。 


朝廷 工作 な ど や らん 


上杉 和仁 が な され 
る 訳 が ご ざら ん | 


思川 義元 と の の 友和 関係 | 
が 深まり まし た 


、 安東 愛 失 755 Sd 
軍団 米 。 1 武将 数 1 兵 故 14 
持ち 2 1 水 E 力 0 全 一 一 


昧 浴 の 町 本 


ます は 清洲 起 に いる 線 田 信 
u 間 記 行 の 配下 、 和 柴田 勝家 を 寝 返 ら 
せ た い 。 し か し 、 自 分 の 出番 が くる 前 に 
織田 信行 の 出番 が くる と 、 柴 田 勝家 は 軍 
団長 に な っ で し まう 。 そ うな っ た ら も う 
諦め る し か な い 。 織田 信行 が 斎藤 道 三 へ 
臣従 する 前 に 、 織 田 信行 を 屈 伏 させ る な 
り 、 濱 す な り し よう 。 配 下 の 武 将 が 降伏 
し でき たら 、 快 ぐ 受 け 入 れ て や る こと 。 
この 次 は 、 い よい よ 今 川 義元 と の 決戦 だ 。 
し か し 、 進 物 作戦 で 今川 家 と 同盟 を 結ぶ 
こと も 可能 で ある 。 自分 の ほう が 弱い だ 
け に 、 で きる こと な ら 戦 いた く は な い 。 
史実 に 反する か 、 選 択 は 自由 だ が :……。 
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進物 用 と 同盟 用 の 
武将 を 用 意 し て お く 

強大 な 勢力 と 戦 本 を 繰り 返し て いた ら 、 体 が 
も た な い 。 上 洛 し た い が 背 後 が 心配 だ 。 そ ん な 
悩み に は 進物 作戦 し か な い 。 相手 に 進物 を 送っ 
て 友好 関係 を 深め る 。 深 まっ た と ころ で 同盟 を 
締結 させ る 。 進物 用 の 武将 と 同盟 締結 用 の 武将 
2 人 用 意 し で お く と 同 タ ー ン で 決着 が 早い ぞ 。 


降伏 させ て くだ さい ませ 
抵 拠 し て 滅ぼさ れ た ら す べ て 終わ り 。 そ 
の 前 に 不 本 意 だ が 、 降 伏し て 強大 な 勢力 の 
下 に 入ろう 。 た だ し 、 残 上 非 道 か こと ば か 
りや っ て いる と 降伏 させ て も ら え な い ぞ 。 


『 臣 
重臣 
中臣 
臣 
} 重臣 
臣 
Hi 


) 外 


どう し て も 消耗 戦 に な っ て し まう HEX 戦 。 
も ちこ みた く な い の は 山々 だ が 、 も ちか けら 
れ て し まっ た らし ょ う が な い 。 泣き 言 を 言わ 
ず に 覚悟 を 決め ろ 。 HEX 戦 の 前 に 必ず 兵力 の 
少な い 武 持 は 参加 させ な いよ うに し よう 。 部 
隊 が 少な い 場 合 は 、 包 囲 効 果 狙い で 参加 させ 
る の も 1 つの 方 法 だ 。 し か し 、 土 気 が 低 いと 
き は 土気 が 減っ て 敗走 する 恐れ が ある 。 い ず 
れ に し て も 状況 に 応じ て 臨機 応変 に 対処 せよ 。 
戦場 で は 大 将 狙い を 心がけ よ う 。 


見 える まで 待っ て みる 


、 戦場 で は 夜 や 悪天候 で 敵 の 部 隊 が 見 えな い 


こと が ある 。 そ ん な と き は 、 む や み に 動か な 
い ほ う が よ い 。 一 歩 下がっ て 敵 の 部 隊 が 見 え 
る よう に な る まで 待つ 。 見 える よう に な っ て 
か ら 、 攻 撃 を 仕掛 ける の だ 。 見 えな いか ら っ 
て 突入 し て 被害 を 被っ た り 、 退 却 し て 土気 が 


能 四 層 2 だ りす る の は 悲 し いか ら ね 。 人 生 は 1 
2 2 進む 3 た ぶん そう だ 。 


越前 国 


朝 廊 義景 


朝倉 家 で 一 番 軍事 力 の 高い 
朝食 宗 滴 が 、 早 い タ ー ン で 臨 
終 を 迎え て し まう 。 最初 か ら 朝 倉 宗 滴 を 
戦力 外 と し て 扱っ て お こう 。 使 える うち 
に 使っ て お く ほ うがい いか も ね 。 
朝倉 義景 は 軍事 能力 も 内 政 能 力も 地味 
な 大 名 だ 。 直轄 領 は 朝倉 景 紀 と 真柄 直隆 
に 分 け 与 えて 、 兵 を た くさ ん も た せよ う 。 
この 小浜 城 に いる 2 軍団 は 田辺 城 べ へ 。 北 
庄 城 に いる 軍団 は すべ て 大 聖 寺 城 へ 進軍 
させ る 。 田 辺 城 は 城 レ ベル が 高い の で 兵 
糧 攻 めで 落と す 。 大聖 寺 城 は 力 攻 めで 一 
気 に た いら げ る 。 あ と は 城 を 補強 し て 本 
願 寺 勢力 か ら 身 を 守 ろ う 。 西 を めざせ 。 


Or 守 思ふ 中 普 


1 ⑱ 


安芸 国 
毛利 元 誤 

勇猛 果敢 な 武 持 に 恵まれ で 

9 いる 毛利 家 。 し か し 、 陶 晴臣 
や 尼子 晴久 な どの 強 が ひし めく 中 国 地 
方 で 生き 残ら な けれ ば な ら な い 。 まずは 
徴兵 。 毛 利 元 就 は も ちろ ん 、 吉 川 元春 に 
も 知行 分 け を し て から 兵 を 与え て や ろう 。 
標的 は 陶 家 の 介 尾 城 だ 。 郡 山城 は 尼子 家 
や 陶 家 に 攻め られ る だ ろう が 、 く れ て や 
る 気分 で いよ う 。 目標 は 中 国 地方 統一 だ 。 
回 りこ ん で 制圧 する よう な 感じ に な る 。 
陶 家 は 九州 地方 に 手 を 出す が 、 そ うな っ 
た らし め た も の 。 水 軍 力 を さら に 高め て 
本 州 に 戻っ て こら れ な いよ うに し よう 。 
あと は 子 家 を 潰す だ け 。 楽 な も ん だ 。 


」 2 | も 了 六 団 覧 。 7 


名 知 身 贈 士 鞭 役 

| 前 _ 行 分 凌 気 功 后 

5 毛利 元 鞍 125 大 名 一 6 一 生 二 
『 逢 除却 10 下請 1081 2 
寺川 元春 。 多重 臣 241417 1 ? 
熊谷 信 直 25 重臣 161317 1 5 
小早川 陸 景 55 重臣 231511 1 3 
桂 元 浴 25 重臣 161016 1 5 
実 戸 了 家 20 重臣 211022 1 4 


に ! 


| 全国 続 一 で き な い 人 は 
"天下 布 武 "の 織田 信長 で 


降伏 大 名 で 全国 統一 し た こと は ある が 、 自 
分 の 手 で 栄光 を つか ん だ こと は な い 。 ま だ そ 
ん な こと を いっ て いる 人 も いる か も し れ な い 。 
な に が な ん で も 全国 統一 し た い 人 は 、^ 天 下 布 
武 ′ の シナ リオ で 織田 信長 を 選択 し よう 。 織 
田 信長 が 嫌い で し ょ う が な いっ て 人 に は すす 
め な い が 、 全 国 統 一 で きる な ら 誰 で 遊ん で も 
か まわ な いな ら 、 織 田 信 長 し か いな い 。 

すでに 広大 な 直轄 領 を も つ 織 田 信長 。 ゲ ー 
ム が 始ま っ た と た ん 、 各 国 大 名 の 贈り 物 攻 撃 
を 受け る だ ろう 。 いま まで は 自分 が 送り まく る 


イフ イク で ひ 記 くし メ 


畠山 貞 政 ご と き 者, と 
る に 足り ませ 


立場 だ っ た だ け に 、 こ れ だ け て 狂喜 乱舞 する 
か も ね 。 ま あ 、 そ れ は それ で 受け と っ て お け 。 
徳川 家康 と は 同盟 関係 に ある 。 そ の た め 

東 の 武田 勝頼 を 任せ っ きり に で きる ぞ 。 自 分 
は 西 を めざす だ け だ 。 軍 団 数 も 多い の で 、 戦 
線 も 広げ られ る だ ろう 。 逆 に 軍団 数 が 多い た 
め に 悩み も 出 て くる 。 管理 が 十分 行き 届か な 
く て 寝 返 ら れる こと だ 。 と くに 明智 光秀 な ど 
は 期待 どおり に 裏切っ て くれ る ぞ 。 あ り 余 る 
知行 を 分 け て 、 上 忠誠 を 槍 わ せよ う 。 ま と め 上 
の 生計 W 998 が の 


さ (I2 国 


も お を お も 


伊東 義 祐 や 阿 菊 惨 豊 と 同盟 
2 ロ 関係 に ある 大 友 宗 菊 。 最初 の 
淵 い は 県 城 の 土 持 親 成 だ 。 大 友 談 と 立 
花道 寺 の 2 人 を 1 グル ー プ 、 残 り の 軍団 
を も う 1 つの グル ー プ と し て 考え る 。 し 
か し 、 中 津 城 に 手 を 出す と 、 中 国 地方 か 
ら 陶 家 の 触手 が 伸び て くる だ ろう 。 現 時 
点 で 直接 対決 を する の は 不利 だ 。 城 攻め 
が 終わ っ た と ころ に 全 勢 力 を 用 いて 対決 
し よう 。 水軍 戦 に 持ち こま れる と 、 圧 倒 
的 に や られ て し まう 。 水 軍 力 を 強化 し て 
いる 最 中 は 、 水軍 戦 を や ら な いこ と 。 陶 
家 と 戯れ て いる と 、 今 度 は 南 か ら 但 津 家 
が 接近 する 。 い ずれ に し ろ ツ ライ 戦い だ 。 


MMEGA-CD PRESS 


< 本 能 寺 衝 上 明智 光 秀 > 

本 能 寺 で 織田 信長 を 倒し 
た 明智 光秀 。 その後 は 羽柴 
秀吉 に 山崎 の 戦い で 敗れ 、 
敗走 する 。 その 途中 で 非 業 
の 死 を と げ る 。 史 実は この と お り だ が 、 
ゲー ム の 中 で も 羽柴 秀吉 に 悩ま され る 。 
織田 信長 の 配下 だ っ た 武将 と は ほとん ど 
関係 が 悪い 。 そ の た め ジ リ 貧 状態 に 追い 
こま れる 。 や れ ば 悲し さがわ か る ぞ 。 


< 関ヶ原 ・ 上 杉 景勝 > 

| 西 軍 で 豊臣 秀頼 の 配下 に 

組 理 な か っ て いる 五大 老 の 1 人 、 

上 杉 景勝 。 史 実 ど お り 、 し 

引 寺 SW さき なり 課 反 を 起こ し て みよ 

う 。 し か し 、 豊臣 家 か ら 謀 反 を 起こ す の で 、 

すり よる 先 は 徳川 家 の ほ うに な る 。 進物 

を 繰り 返し て 同盟 を 締結 すれ ば 、 長 生き 
で きる だ ろう 。 難 し い 話 だ が 

家康 を 倒す ぐら いな ら で き る ん だ けど ね 。 


ウッ キー/ 私 が 「 天 下 布 武 」 で 雑用 共 
用 を 務め た 岡野 だ ./ 皆 は 私 を "歴史 お た く 


な ど と いう が 、 こ れ か ら は "歴史 研究 家 " と 
正しい 呼称 で よん で くれ 。 と ころ で 、 も う 「! 天 
下 布 武 」 は クリ ア し た か な ? ひと と お り 極 
め て し まっ た 人 に 「 反 歴史 プレ イ ” な る オタ 
ッ キ ー な 遊び 方 を 紹介 し よう 。 こ の プレ イ は 
史実 で は 絶対 起こ りえ な いこ と を 片っ端 か ら 
ゲー ム 中 で 実現 し よう と いう 、 ヒ ネ ク レ 者 の 
遊び で ある 。 以 下 そ の ほん の 一 端 だ 。 

・ 織 田 信長 で プレ イ し て 今川 家 と 同盟 を 結ぶ 
・ 浅 井 で プレ イ し て 朝倉 を 減 ぼ す (目標 3 年 ) 
・ 松 永久 秀 で 足利 義輝 に 降伏 し 忠誠 を つく す 
・ 武 田 信玄 で プレ イ し て 一 族 以 外す べ て 追放 
・ 織 田 信長 で 本 願 寺 と 有効 関係 に な る 

・ シ ナリ オ 4 の 徳川 家康 で プレ イ し 石田 三成 
を 捕らえ て 、 こ き 使 う 


